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41　仙台藩御乱舞方御用岩井理助と『真徳鏡』の増補をめぐって
仙
台
藩
御
乱
舞
方
御
用
岩
井
理
助
と
『
真
徳
鏡
』
の
増
補
を
め
ぐ
っ
て　
─
「
獅
山
公
御
流
儀
」
考
（
一
）
─
深　
澤　
　
希　
望
　
は
じ
め
に
仙
台
藩
の
能
楽
愛
好
を
端
的
に
物
語
る
の
は
、
膨
大
な
演
能
記
録
で
あ
る
。
初
代
藩
主
伊
達
政
宗
か
ら
幕
末
に
至
る
ま
で
、
折
に
触
れ
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
そ
こ
に
は
能
に
興
じ
る
家
中
の
人
々
の
名
が
散
見
さ
れ
る
。
中
で
も
、
四
代
藩
主
綱
村（
肯
山
。
一
六
五
九
～
一
七
一
九
）、
五
代
藩
主
吉
村（
獅
山
。
一
六
八
〇
～
一
七
五
一
）の
時
代
が
華
々
し
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
こ
に
は
隠
居
の
身
で
、
能
に
傾
倒
し
て
い
た
三
代
藩
主
綱
宗（
雄
山
。
一
六
四
〇
～
一
七
一
一
）も
加
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
綱
宗
・
綱
村
・
吉
村
と
三
代
揃
っ
て
舞
う
様
子
が
散
見
さ
れ
、
武
家
の
嗜
み
と
し
て
や
、
外
交
の
た
め
と
い
う
こ
と
以
上
の
熱
量
を
感
じ
さ
せ
る
。
祖
父
そ
し
て
父
に
よ
っ
て
能
に
入
れ
込
む
環
境
が
用
意
さ
れ
て
い
た
吉
村
は
、
世
子
時
代（
元
禄
十
年
〔
一
六
九
七
〕
～
元
禄
十
六
年
〔
一
七
〇
三
〕）の
七
年
間
で
一
二
二
番（
う
ち
能
九
四
番
）、
藩
主
時
代（
元
禄
十
七
年
〔
一
七
〇
四
〕
～
寛
保
三
年
〔
一
七
四
三
〕）の
四
十
年
間
で
七
一
二
番（
う
ち
能
三
五
二
番
）、
の
合
計
八
三
四
番
に
出
演
し
て
い
る
（
１
）。
そ
の
番
数
の
多
さ
に
も
圧
倒
さ
れ
る
が
、
彼
は
ま
た
そ
の
後
半
生
に
は
自
ら
の
流
儀
を
樹
立
し
て
い
た
42
ら
し
い
。
三
原
良
吉
氏
『
仙
台
藩
能
楽
史
』
14
文
学
芸
能
篇
別
刷（
仙
台
能
楽
協
会
、
刊
年
不
明
）に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
 　
吉
村
は
五
代
桜
井
八
右
衛
門
安
孫
に
命
じ
て
大
蔵
庄
左
衛
門
の
流
儀
に
改
め
さ
せ
、
大
蔵
家
所
伝
の
伝
書
に
加
え
て
、
二
代
八
右
衛
門
が
金
春
禅
曲
か
ら
の
所
伝
を
提
出
せ
し
め
て
一
本
と
し
、
な
お
吉
村
の
創
意
工
夫
を
も
加
え
て
金
春
大
蔵
流
と
称
す
る
事
と
し
、
桜
井
氏
を
以
て
宗
家
に
命
じ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
名
義
の
み
で
、
事
実
は
吉
村
が
金
春
大
蔵
流
の
流
祖
で
あ
つ
て
、
当
時
「
獅
山
公
御
流
儀
」
と
称
し
た
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
仙
台
地
方
に
今
も
大
蔵
流
と
称
す
る
謡
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
金
春
大
蔵
流
の
金
春
を
略
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
五
代
八
右
衛
門
の
養
子
直
之
進（
後
の
六
代
八
右
衛
門
安
郷
）に
対
し
養
父
八
右
衛
門
に
つ
い
て
稽
古
せ
し
め
ず
、
吉
村
自
ら
金
春
大
蔵
流
の
手
解
き
を
し
、
重
習
に
至
る
ま
で
厳
し
く
稽
古
を
付
け
た（「
九
代
八
右
衛
門
安
則
書
上
」）。
能
役
者
に
流
儀
変
更
を
強
い
る
例
は
、
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
が
、
観
世
流
小
鼓
方
観
世
新
九
郎
に
対
し
て
宝
生
座
へ
の
編
入
を
命
じ
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
藩
主
が
新
た
な
流
儀
を
起
こ
し
、
自
ら
役
者
に
指
南
す
る
と
い
う
の
は
稀
有
な
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
桜
井
八
右
衛
門
家
は
仙
台
藩
乱
舞
頭
、
大
蔵
庄
左
衛
門
家
は
シ
テ
方
金
春
流
別
家
、
両
家
と
も
仙
台
藩
の
能
を
担
う
重
要
な
家
で
あ
る
。
桜
井
家
の
礎
を
築
い
た
、
二
代
桜
井
八
右
衛
門
安
澄
は
、
初
代
藩
主
伊
達
政
宗
の
命
に
よ
り
金
春
安
照（
禅
曲
）へ
弟
子
入
り
し
、
研
鑽
を
積
ん
だ
後
、
伊
達
家
に
戻
り
、
能
大
夫
と
し
て
一
家
を
成
し
た
。
そ
の
同
時
期
に
、
大
蔵
大
夫
と
し
て
伊
達
家
に
出
入
り
し
て
い
た
の
が
、
金
春
安
照
の
三
男
・
大
蔵
庄
左
衛
門
氏
紀
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
い
ず
れ
も
芸
系
は
金
春
安
照
に
帰
着
し
、
大
蔵
家
は
桜
井
家
の
師
匠
筋
、
桜
井
家
は
大
蔵
家
の
弟
子
筋
に
当
た
る
と
言
え
、
流
儀
を
改
め
さ
せ
る
ま
で
も
な
い
は
ず
な
の
で
あ
る
。
こ
の
言
い
回
し
の
裏
に
は
、
前
掲
の
八
右
衛
門
安
則
書
上
が
い
う
「
大
蔵
庄
左
衛
門
の
流
儀
」
が
、
す
で
に
「
獅
山
公
御
流
儀
」
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
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。
な
ぜ
な
ら
、
桜
井
安
孫
が
流
儀
を
改
め
た
折
の
、
大
蔵
庄
左
衛
門
で
あ
る
経
春
に
指
南
し
た
の
が
他
な
ら
ぬ
吉
村
だ
か
ら
だ
。
大
蔵
庄
左
衛
門
家
は
、
享
保
三
年（
一
七
一
八
）に
九
代
大
蔵
経
業
が
、
翌
年
に
八
代
大
蔵
経
通
が
相
次
い
で
没
し
、
後
に
残
さ
れ
た
九
代
経
業
の
子
、
菊
次
郎（
後
の
十
代
経
春
）は
わ
ず
か
六
歳
と
い
う
、
危
機
的
状
況
に
見
舞
わ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
父
子
ほ
ど
の
年
齢
差
で
、
数
多
く
の
舞
台
を
踏
み
、
実
力
を
備
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
五
十
を
過
ぎ
た
吉
村
が
、
菊
次
郎
の
後
見
の
役
割
を
果
た
し
た
ら
し
い
。
そ
の
後
、
享
保
十
年
代
に
な
る
と
、
吉
村
は
経
春
へ
金
春
流
の
秘
伝
（
２
）を
い
く
つ
も
相
伝
し
て
い
る
。
吉
村
の
後
半
生
は
、
仙
台
藩
の
能
の
技
芸
伝
承
を
考
え
る
上
で
重
要
な
位
置
に
あ
る
と
言
え
る
。
吉
村
が
実
技
の
習
得
の
み
な
ら
ず
、
伝
書
の
蒐
集
・
編
纂
に
熱
心
だ
っ
た
こ
と
は
、
伊
達
家
伝
来
能
楽
資
料
に
お
い
て
、
吉
村
関
連
文
書
が
、
そ
の
多
く
を
占
め
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
（
３
）。
歴
代
藩
主
の
能
楽
愛
好
の
蓄
積
に
、
吉
村
の
注
力
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
経
春
へ
大
蔵
庄
左
衛
門
家
の
技
芸
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
伊
達
家
能
楽
伝
書
と
し
て
著
名
な
『
真
徳
鏡
』
も
吉
村
の
時
代
に
増
補
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
（
４
）。
諸
家
の
伝
書
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
て
副
本
を
作
成
す
る
の
で
は
な
く
、
伊
達
家
に
縁
の
あ
る
大
蔵
庄
左
衛
門
家
・
桜
井
八
右
衛
門
家
・
金
春
惣
右
衛
門
家
等
の
金
春
流
伝
書
を
中
心
と
し
て
新
た
な
一
書
を
編
ん
だ
も
の
で
、
父
綱
村
時
代
に
成
っ
て
い
た
も
の
を
、
さ
ら
に
増
補
、
拡
充
さ
せ
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
で
、『
真
徳
鏡
』
増
補
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
人
が
関
わ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
伝
書
を
所
持
す
る
諸
家
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
し
、
文
書
の
編
纂
に
は
人
手
を
要
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
役
目
を
担
っ
て
い
た
ら
し
い
、
岩
井
理
助
な
る
人
物
を
『
要
用
集
寫
覺
』（
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
）に
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
資
料
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
岩
井
理
助
の
事
績
を
追
い
、
彼
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
そ
れ
は
同
時
に
、「
獅
山
公
御
流
儀
」
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
重
要
な
『
真
徳
鏡
』
増
補
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
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一
、
元
文
五
年
桜
井
八
右
衛
門
安
郷
筆
「
七
段
乱
」
書
付
『
要
用
集
寫
覺
』（
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
）は
、
仙
台
藩
乱
舞
頭
の
桜
井
八
右
衛
門
家
伝
来
文
書
で
あ
る
。『
要
用
集
』
と
聞
く
と
、
伊
達
伝
来
能
楽
伝
書
の
ひ
と
つ
、
天
和
二
年
五
月
金
春
惣
右
衛
門
国
重
奥
書
太
鼓
伝
書
を
想
起
す
る
が
、『
要
用
集
寫
覺
』
は
そ
の
書
写
本
で
は
な
い
。
桜
井
八
右
衛
門
家
に
伝
わ
っ
た
種
々
の
文
書
を
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
の
よ
う
に
美
濃
本
二
冊
に
貼
り
合
わ
せ
た
も
の
で
、
奥
書
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
下
巻
に
貼
付
さ
れ
た
「
七
段
乱
」
書
付
を
取
り
上
げ
る
。
前
掲
の
三
原
氏
稿
で
、
吉
村
が
「
重
習
に
至
る
ま
で
厳
し
く
稽
古
を
付
け
た
」
と
あ
っ
た
六
代
桜
井
八
右
衛
門
安
郷
が
筆
者
で
あ
る
。
奥
書
に
は
「
右
乱
、
元
文
五
年
九
月
七
日
夕
飯
後
、
私
、
利
助
0
0
両
人
斗
被
為　
召
、
被
遊
／
御
覧
、
右
之
通
御
直
シ
被
成
下
候
事
。
同
年
同
月
十
一
日　
桜
井
安
郷
」（
傍
点
、
稿
者
。「
／
」
平
出
。
以
下
も
同
じ
）と
あ
り
、
ま
さ
に
吉
村
が
七
段
乱
と
い
う
重
習
を
指
南
し
た
型
付
と
分
か
る
。
元
文
五
年（
一
七
四
〇
）は
吉
村
六
十
一
歳
で
、
藩
主
の
座
を
譲
る
四
年
前
に
あ
た
る
。
九
月
七
日
の
夕
飯
後
、
吉
村
が
桜
井
安
郷
と
「
利
助
」
な
る
人
物
を
召
し
出
し
て
、
七
段
乱
を
演
じ
さ
せ
型
を
修
正
し
た
。
そ
の
四
日
後
の
十
一
日
に
、
安
郷
が
修
正
の
型
を
書
き
留
め
た
の
が
本
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
吉
村
の
〈
猩
々
乱
〉
に
関
す
る
記
録
を
追
う
と
、
宝
永
六
年（
一
七
〇
九
）九
月
二
十
五
日
に
江
戸
上
屋
敷
に
お
い
て
、
シ
テ
方
金
春
流
別
家
の
大
蔵
求
馬（
経
業
）か
ら
伝
授
さ
れ
、
同
年
十
二
月
二
十
六
日
に
初
演
。
そ
の
後
、
八
回
の
演
能
記
録
が
残
っ
て
い
る）5
（
。
本
資
料
の
直
近
で
言
え
ば
、
九
ヶ
月
前
の
元
文
四
年（
一
七
三
九
）十
二
月
二
十
五
日
に
演
じ
て
い
る
。
繰
り
返
し
〈
猩
々
乱
〉
を
演
じ
て
き
た
吉
村
に
よ
る
型
の
改
変
、
そ
れ
は
つ
ま
り
「
獅
山
公
御
流
儀
」
の
〈
猩
々
乱
〉
の
内
容
を
示
す
重
要
な
資
料
と
言
え
る
の
だ
が
、
本
稿
で
は
大
蔵
求
馬（
経
業
）か
ら
相
伝
さ
れ
た
〈
猩
々
乱
〉
に
吉
村
が
ど
の
よ
う
な
創
意
工
夫
を
加
え
た
か
を
論
じ
る
余
裕
が
な
い
た
め
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
で
扱
う
こ
と
に
し
た
い
。
次
に
、「
七
段
乱
」
書
付
（
６
）の
付
記
を
掲
げ
る
。
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一
、
乱
之
書
末
ニ
利
助
0
0
と
有
之
ハ
、
岩
井
理
助
0
0
0
0
之
義
也
。
金
春
流
太
皷
打
。
／
獅
山
様
御
代
中
ハ
、
八
右
衛
門
安
郷
稽
古　
御
覧
之
節
、
何
時
も
太
皷
事
ハ
、
右
理
助
罷
出
、
會
釈
之
由
、
代
々
申
傳
ニ
有
之
。
尤
、
今
大
蔵
家
ニ
有
之
真
徳
鏡
0
0
0
と
申
書
物
ハ
、
全
躰
金
春
流
太
皷
之
書
物
成
ヲ
／
獅
山
様
思
召
ヲ
以
、
右
理
助
家
よ
り
我
等
家
八
右
衛
門
ヲ
以
、
写
方
并
手
数
不
分
之
所
ハ
稽
古
仕
、
大
蔵
之
家
江
残
候
書
物
ニ
御
座
候
。
右
江
追
々
書
加
、
今
ニ
大
蔵
家
秘
書
ト
成
物
也
。
こ
の
付
記
は
、
桜
井
安
郷
筆
「
七
段
乱
」
書
付
と
は
別
筆
で
、「
代
々
申
傳
ニ
有
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
人
の
手
に
よ
る
付
記
と
分
か
る
。
後
人
付
記
は
い
ず
れ
も
同
筆
で
『
要
用
集
寫
覺
』
所
収
の
い
く
つ
か
の
文
書
に
見
え
る
。
特
に
十
代
藩
主
斉
宗（
一
八
一
二
～
一
八
一
九
）
の
入
部
に
関
す
る
文
書
に
、
詳
細
な
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
斉
宗
の
時
代
の
九
代
桜
井
八
右
衛
門
安
能
に
よ
る
付
記
と
考
え
ら
れ
る
。
付
記
の
内
容
に
戻
る
。
こ
の
付
記
は
「
七
段
乱
」
書
付
の
奥
書
に
あ
っ
た
「
利
助
」
と
い
う
人
物
を
、
金
春
流
太
鼓
方
の
岩
井
理
助
と
説
明
し
て
い
る（
以
下
、
引
用
以
外
は
「
理
助
」
で
統
一
す
る
）。
桜
井
安
郷
が
太
鼓
物
の
稽
古
を
す
る
際
、
吉
村
が
決
ま
っ
て
相
手（
会
釈
）を
命
じ
た
の
は
、
岩
井
理
助
だ
っ
た
と
桜
井
家
に
伝
わ
る
と
い
う
。
岩
井
理
助
が
吉
村
の
厚
い
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
と
、
重
い
習
事
で
あ
る
七
段
乱
の
相
手
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
相
当
の
技
量
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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加
え
て
注
目
し
て
お
き
た
い
の
が
、「
八
右
衛
門
安
郷
稽
古　
御
覧
之
節
」
と
い
う
書
き
ぶ
り
で
、
吉
村
が
桜
井
安
郷
に
演
能
を
申
し
付
け
る
の
で
も
、
吉
村
自
身
の
稽
古
の
相
手
を
さ
せ
る
の
で
も
な
く
、
安
郷
が
乱
の
稽
古
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
監
督
し
指
導
も
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
吉
村
晩
年
に
は
「
獅
山
公
御
流
儀
」
が
確
立
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
本
資
料
か
ら
も
家
元
的
存
在
の
吉
村
の
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
本
稿
の
関
心
に
係
わ
る
の
が
、
続
く
『
真
徳
鏡
』
の
増
補
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。『
真
徳
鏡
』
は
そ
も
そ
も
金
春
流
太
鼓
の
書
物
で
、
吉
村
の
下
命
に
よ
り
、
岩
井
理
助
家
か
ら
桜
井
八
右
衛
門
家（
仙
台
藩
乱
舞
頭
）が
借
り
出
し
、
書
写
す
る
際
に
手
数
等
で
不
明
な
事
柄
は
稽
古
を
し
た
上
で
編
纂
し
た
書
物
で
、
そ
れ
を
大
蔵
庄
左
衛
門
家（
金
春
流
シ
テ
方
別
家
）へ
伝
え
、
そ
の
後
、
大
蔵
家
で
も
増
補
さ
れ
、
秘
書
と
な
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
本
資
料
付
記
の
言
う
と
こ
ろ
は
、
表
章
氏
が
内
部
徴
証
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、『
真
徳
鏡
』
六
冊
本
の
増
補
記
事
に
は
金
春
国
重
奥
書
太
鼓
伝
書
『
要
用
集
』
か
ら
の
転
載
が
認
め
ら
れ
る
（
７
）と
い
う
分
析
と
も
合
致
し
、
岩
井
理
助
家
所
持
の
金
春
流
太
鼓
伝
書
が
『
要
用
集
』
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
ま
る
。
ま
た
、
表
氏
は
『
要
用
集
』
の
「
太
鼓
伝
書
色
を
薄
め
て
転
用
す
る
傾
向
」
が
、『
真
徳
鏡
』
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。
そ
の
こ
と
を
本
資
料
付
記
と
照
ら
す
と
、
桜
井
八
右
衛
門
家
が
借
り
て
書
写
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
シ
テ
方
を
介
し
た
こ
と
に
よ
る
影
響
で
太
鼓
伝
書
色
が
薄
ま
っ
た
と
、
そ
の
理
由
を
解
せ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
表
氏
は
大
蔵
庄
左
衛
門
家
の
能
伝
書
『
大
蔵
家
伝
万
葉
集
』（
能
楽
研
究
所
蔵
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
）が
『
真
徳
鏡
』
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。『
大
蔵
家
伝
万
葉
集
』
に
散
見
さ
れ
る
「
真
徳
鏡
に
有
」
の
文
言
は
、
大
蔵
家
へ
『
真
徳
鏡
』
が
相
伝
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
『
真
徳
鏡
』
六
冊
本
の
増
補
を
め
ぐ
る
従
来
の
説
に
、
本
資
料
の
付
記
を
照
ら
す
こ
と
で
、
増
補
に
関
係
し
た
具
体
的
な
人
物
関
係
が
見
え
て
き
た
と
言
え
る
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
岩
井
理
助
と
い
う
人
物
の
存
在
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
岩
井
理
助
は
、
乱
舞
頭
で
あ
る
桜
井
安
郷
の
太
鼓
物
の
稽
古
相
手
を
常
に
勤
め
、
重
習
の
七
段
乱
を
打
ち
、『
真
徳
鏡
』
の
典
拠
と
な
る
金
春
流
47　仙台藩御乱舞方御用岩井理助と『真徳鏡』の増補をめぐって
太
鼓
伝
書
を
所
持
し
て
い
た
と
い
う
。「
獅
山
公
御
流
儀
」
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
岩
井
理
助
は
重
要
人
物
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
さ
ら
に
考
察
し
た
い
。
二
、
岩
井
理
助
の
履
歴
管
見
に
よ
る
岩
井
理
助
の
初
出
は
、「
乱
舞
ノ
者
岩
井
理
兵
衛
養
子
ニ
市
人
山
内
屋
市
右
衛
門
子
理
助
」
と
見
え
る
記
事
で
、
四
代
藩
主
綱
村
の
治
家
記
録
『
肯
山
公
治
家
記
録
』
元
禄
十
四
年（
一
七
〇
一
）十
月
十
二
日
条
（
８
）に
あ
る
。
実
家
の
山
内
屋
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
だ
が
、
養
父
と
な
っ
た
岩
井
家
は
、
乱
舞
方
と
し
て
代
々
扶
持
を
得
て
い
た
よ
う
で
、
寛
文
十
年（
一
六
七
〇
）『
侍
帳
（
９
）』
に
は
、「
御
乱
舞
衆
」
と
し
て
「
一
小
判同
拾
人
分
拾
六
両　
　
岩
井
利
兵
衛
」
と
そ
の
名
が
見
え
る
。
た
だ
し
、
切
米
扶
持
方
の
並
乱
舞
の
た
め
か
家
譜
等
は
見
当
た
ら
ず
、
代
々
の
来
歴
は
詳
ら
か
で
な
い
。
次
に
岩
井
理
助
の
名
が
見
え
る
の
は
、
四
代
藩
主
綱
村
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
宝
永
年
間（
一
七
〇
四
～
一
七
一
〇
）成
立
の
藩
の
職
制
に
関
す
る
文
書
『
司
属
部
分
録）（1
（
』
で
あ
る
。
こ
こ
に
氏
名
が
挙
が
る
の
は
、「
御
乱
舞
方
」
と
し
て
乱
舞
頭
の
小
野
清
太
夫（
喜
多
流
）・
桜
井
権
十
郎
（
金
春
流
）と
、「
御
乱
舞
方
御
用
」
の
二
名
で
、
一
噌
流
笛
方
の
鯰
江
六
太
夫
に
先
ん
じ
て
彼
の
名
が
見
え
る
。
乱
舞
頭
の
補
佐
と
い
う
位
置
付
け
に
な
ろ
う
か
。
氏
名
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
あ
る
程
度
重
要
な
役
目
を
負
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
岩
井
家
に
養
子
に
入
っ
た
と
き
の
年
齢
は
不
明
な
が
ら
、
十
年
ほ
ど
で
岩
井
理
助
は
御
乱
舞
方
御
用
の
役
に
就
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
現
在
知
る
と
こ
ろ
の
岩
井
理
助
に
関
す
る
最
下
年
の
記
録
は
、
前
述
の
『
要
用
集
寫
覺
』（
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
）の
桜
井
安
郷
の
太
鼓
の
相
手
を
勤
め
た
元
文
五
年
「
七
段
乱
」
書
付
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
岩
井
理
助
の
活
動
時
期
が
、
吉
村
の
治
世（
一
七
〇
三
～
一
七
四
三
）と
重
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
岩
井
理
助
は
吉
村
時
代
を
通
し
て
活
躍
し
た
人
物
と
言
え
る
。
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ま
た
、
岩
井
理
助
は
書
上
や
伝
書
を
残
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
彼
の
足
跡
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
期
に
成
立
し
た
伊
達
家
所
有
の
文
書
目
録
『
観
瀾
閣
傳
書
目
録　
壹）（（
（
』（
仙
台
市
博
物
館
所
蔵
）の
「
能
楽
之
部
」
か
ら
岩
井
理
助
関
係
文
書
を
抄
出
す
る
と
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
　
一
岩
井
利
助
書
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拾
四
通 
袋
入
　
一
岩
井
利
助
上
ル
関
寺
序
之
舞
出
習
譜　
　
　
壱
枚
　
一
岩
井
利
助
今
春
太
鼓
書
物
覚　
　
　
　
　
　
弐
通 
壱
包
　
一
岩
井
利
助
今
春
流
之
太
鼓
神
書　
　
　
　
　
壱
巻
岩
井
の
名
を
冠
し
た
金
春
流
太
鼓
伝
書
二
種
が
見
え
、
金
春
流
太
鼓
方
で
あ
っ
た
と
す
る
桜
井
家
の
伝
を
裏
付
け
て
い
る
。
こ
の
金
春
流
太
鼓
伝
書
二
種
は
、
現
在
、
所
在
不
明
で
内
容
を
確
認
で
き
な
い
が
、「
岩
井
利
助
書
上）（1
（
」
と
「
岩
井
利
助
上
ル
関
寺
序
之
舞
出
習
譜）（1
（
」
は
、
能
楽
研
究
所
が
所
蔵
す
る
伊
達
家
旧
蔵
文
書
一
七
一
点
に
含
ま
れ
、「
伊
達
家
旧
蔵
能
楽
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
し
て
ウ
エ
ブ
公
開
さ
れ
て
い
る
。
書
上
の
内
容
を
見
る
と
、
謡
・
型
・
囃
子
に
関
す
る
事
柄
の
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
、
太
鼓
に
偏
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
関
寺
序
之
舞
出
習
譜
は
、
大
鼓
・
小
鼓
の
粒
付
と
型
付
を
唱
歌
に
併
記
し
た
も
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
太
鼓
物
で
な
い
〈
関
寺
小
町
〉
の
文
書
を
な
ぜ
残
せ
た
か
疑
問
と
な
る
が
、
そ
れ
は
彼
の
演
能
記
録
を
追
う
こ
と
で
解
消
で
き
る
。
　
「
仙
台
藩
演
能
記
録）（1
（
」
に
よ
る
と
、
宝
永
元
年（
一
七
〇
四
）八
月
三
日
の
仙
台
表
舞
台
で
の
催
し
を
は
じ
め
に
、
享
保
十
七
年（
一
七
三
二
）二
月
十
九
日
の
江
戸
上
屋
敷
ま
で
、
の
べ
三
十
三
回
の
催
し
に
そ
の
名
が
見
え
、
五
十
九
番
に
出
演
す
る
。
そ
の
内
訳
を
示
す
と
、
能
で
は
ツ
レ
が
最
も
多
く
三
十
三
番
で
、
そ
の
う
ち
の
十
番
は
吉
村
の
ツ
レ
で
あ
る
。
そ
の
他
、
シ
テ
が
五
番
、
舞
囃
子
二
番
、
仕
舞
八
番
、
一
調
九
番
を
演
じ
て
い
る
。
そ
の
時
期
は
、
宝
永
五
年（
一
七
〇
八
）か
ら
享
保
三
年（
一
七
一
八
）の
十
年
間
に
集
中
し
て
い
る
。
残
さ
れ
て
い
る
演
能
記
録
か
ら
は
、
太
鼓
方
と
し
て
の
出
演
番
組
は
見
出
だ
せ
ず
、
立
役
と
し
て
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
49　仙台藩御乱舞方御用岩井理助と『真徳鏡』の増補をめぐって
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
岩
井
理
助
は
太
鼓
も
立
役
も
こ
な
す
器
用
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
さ
ら
に
注
意
を
要
す
る
の
が
、
彼
の
書
上
の
大
半
が
、〈
関
寺
小
町
〉
や
甲
之
掛
・
平
調
返
と
い
っ
た
、
重
い
習
事
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
点
だ
。
こ
う
し
た
文
書
を
多
数
残
し
た
岩
井
理
助
と
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
人
物
な
の
か
。
次
節
で
は
、
五
代
藩
主
吉
村
と
岩
井
理
助
と
の
関
係
性
が
窺
え
る
書
上
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
岩
井
理
助
が
担
っ
て
い
た
御
乱
舞
方
御
用
の
役
目
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
三
、
伊
達
吉
村
と
岩
井
理
助
次
に
引
用
し
た
の
は
、
岩
井
理
助
書
上
の
う
ち
の
一
通
『
願
ひ
書
』（
能
楽
研
究
所
蔵
）で
あ
る
。
少
々
長
文
だ
が
、
両
者
の
関
係
性
を
示
す
重
要
な
資
料
な
の
で
、
全
文
を
掲
げ
る
。
考
察
の
便
宜
上
、
内
容
で
区
切
り
【
1
】
～
【
3
】
に
分
け
て
検
討
す
る
。
　
 【
1
】
先
奉　
御
自
筆
を
以
、
芭
蕉
之
躰
并
浮
舟
・
玉
葛
・
碇
潜
舟
を
出
さ
ぬ
事
書
付
等
も
仕
置
之
／
御
覧
ニ
相
入
可
申
由
、
去
月
十
八
日　
御
自
筆
被
成
下
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
。
段
々
書
留
指
置
申
物
共
、
見
申
候
処
、
少
々
右
四
番
共
ニ
書
留
覚
居
申
候
故
、
其
節
早
速
書
抜
指
置
申
候
故
、
右
之
ま
ニゝ
而　
御
覧
ニ
相
入
申
候
。【
2
】
扨
又
、
御
前
御
書
物
段
々
折
入
奉
拝
見
候
處
ニ
、
所
ニ々
少
宛
書
落
申
所
共
相
見
へ
申
候
。
黒
塚
糸
之
く
り
や
う
書
付
申
候
得
共
、
六
道
の
段
之
大
夫
之
心
持
ツ
事
之
習
抔
、
一
図
ニ
抜
申
候
。
今
春
之
殊
之
外
重
キ
習
ニ
仕
候
と
申
義
を
、
書
留
指
置
申
候
。【
3
】
其
外
委
細
ニ
ハ
不
申
上
、
数
多
書
調
申
度
事
共
御
座
候
。
来
春
ニ
罷
成
申
候
ハ
ゝ
、
一
通
り
そ
書
ニ
成
共
仕
、
段
ニ々
茂　
御
覧
ニ
相
入
申
度
、
内
々
奉
願
罷
在
申
候
。
下
拙
義
、
先
年
と
違
、
殊
之
外
物
ニ
退
屈
仕
、
急
ニ
書
調
可
申
様
無
御
座
候
。
何
と
そ
仕
無
残
所
様
ニ
、
数
月
送
り
候
而
成
共
、
／
御
前
并
、
乍
恐
庄
左
衛
門
方
へ
茂
、
指
遣
申
度
心
懸
罷
在
申
候
。
う
た
ひ
の
事
共
、
段
々
何
様
に
も
書
調
指
上
申
度
奉
存
候
處
、
数
番
と
申
、
先
／
御
前
之
御
書
物
無
落
様
ニ
仕
指
上
度
、
右
之
義
ニ
付
、
う
た
ひ
之
義
者
、
先
書
調
指
上
兼
申
候
。
此
段
乍
憚
／
御
耳
ニ
相
立
申
度
奉
存
候
。
御
用
ニ
相
50
入
候
節
、
早
速
、
書
調
指
上
候
様
ニ
仕
度
奉
願
候
。
以
上
。
　
　
十
二
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
井
理
助
【
1
】「
芭
蕉
之
躰
」
と
「
浮
舟
・
玉
葛
・
碇
潜
舟
を
出
さ
ぬ
事
」
に
関
す
る
書
付
を
作
成
・
提
出
せ
よ
と
の
下
命
が
、
去
月（
十
一
月
）
十
八
日
に
「
御
自
筆
を
以
て
」
な
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
謝
辞
に
は
じ
ま
る
。
そ
の
文
面
か
ら
一
読
し
て
藩
主
へ
宛
て
た
も
の
と
分
か
り
、
年
記
は
な
い
が
岩
井
理
助
の
活
動
時
期
か
ら
考
え
て
、
五
代
藩
主
吉
村
へ
の
進
上
書
と
判
断
で
き
る
。
指
示
さ
れ
た
四
番
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
書
き
留
め
て
お
い
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
元
に
そ
の
ま
ま
迅
速
に
書
き
上
げ
、
提
出
し
た
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
書
付
が
、『〈
芭
蕉
・
浮
舟
・
玉
葛
・
碇
潜
〉
心
得
』（
能
楽
研
究
所
蔵
）で
あ
り
、
こ
れ
も
年
記
が
な
い
が
、
十
一
月
十
八
日
か
ら
程
無
く
し
て
十
二
月
十
二
日
以
前
に
ま
と
め
ら
れ
た
と
分
か
る
。
【
2
】
岩
井
は
「
御
前
御
書
物
」
の
金
春
流
習
事
に
少
々
抜
け
て
い
る
事
柄
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
挙
げ
る
の
が
、
傍
線
部
の
〈
黒
塚
〉
に
関
す
る
習
事
で
あ
る
。〈
黒
塚
〉
前
場
の
枠
桛
輪（
糸
車
）の
廻
し
方（「
黒
塚
糸
之
く
り
や
う
」）は
記
述
が
あ
る
が
、
「
六
道
の
段
之
大
夫
之
心
持
ツ
事
之
習
」
等
の
「
今
春
之
殊
之
外
重
キ
習
」
が
抜
け
て
い
る
の
で
書
き
留
め
て
お
い
た
、
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
岩
井
が
金
春
流
習
事
に
精
通
し
、
な
お
か
つ
書
き
落
と
し
を
見
抜
け
る
ほ
ど
に
「
御
前
御
書
物
」
を
熟
覧
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
立
場
に
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
〈
黒
塚
〉
の
習
事
に
関
し
て
は
次
節
で
詳
し
く
検
討
す
る
。
【
3
】
書
付
作
成
に
お
け
る
今
後
の
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
。
書
き
調
え
た
い
事
柄
は
多
々
あ
る
が
、
来
春
に
は
完
璧
で
な
い
に
し
ろ
一
通
り
書
き
終
え
る
予
定
で
、
順
次
提
出
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
先
年
と
は
異
な
り
時
間
が
あ
る
の
で
、
丁
寧
に
取
り
組
み
た
い
と
も
い
う
。
取
り
残
し
無
く
仕
上
げ
る
た
め
猶
予
を
も
ら
う
こ
と
、
吉
村
と
大
蔵
庄
左
衛
門
へ
確
認
を
取
る
こ
と
で
万
全
を
期
す
こ
と
、「
御
前
之
御
書
物
」
の
習
事
を
遺
漏
無
く
調
え
る
こ
と
を
優
先
し
つ
つ
、
謡
に
関
す
る
事
柄
も
順
次
書
き
調
え
る
こ
と
、
を
願
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い
出
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
吉
村
か
ら
直
々
に
命
を
受
け
、
岩
井
が
「
御
前
御
書
物
」
を
閲
覧
し
て
、
書
き
調
え
る
役
目
を
負
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
金
春
流
の
習
事
を
先
行
し
て
ま
と
め
た
後
、
謡
に
関
す
る
事
柄
を
ま
と
め
る
手
筈
だ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、
そ
の
仕
事
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
疑
問
点
に
つ
い
て
は
吉
村
と
大
蔵
庄
左
衛
門
に
確
認
を
取
り
つ
つ
進
め
る
こ
と
を
願
い
出
て
い
た
。
吉
村
が
何
か
の
目
的
で
文
書
の
集
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
下
調
べ
を
岩
井
が
担
当
し
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
岩
井
は
吉
村
に
ど
の
よ
う
な
質
問
を
し
て
い
た
の
か
。
そ
の
具
体
的
な
例
と
し
て
、『〈
芭
蕉
・
浮
舟
・
玉
葛
・
碇
潜
〉
心
得
』
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
次
の
書
上
を
見
た
い
。「
立
木
」
の
語
義
を
尋
ね
る
内
容
で
、「
奉
伺
事
。
立
木
と
申
事
何
と
申
事
ニ
御
座
候
哉
。
山
姥
う
た
ひ
抔
ニ
も
立
木
と
申
事
御
座
候
。
道
し
る
へ
の
し
れ
ざ
る
所
を
立
木
も
し
ら
ぬ
抔
と
申
事
に
も
御
座
候
哉
。
又
哥
抔
に
て
ハ
立
木
と
申
事
、
殊
之
外
習
ニ
仕
候
と
申
義
ニ
御
座
候
。
若
／
御
傳
授
事
ニ
も
御
座
候
ハ
ヽ
難
奉
願
御
義
ニ
御
座
候
。
以
上
。
十
二
月
十
二
日　
　
岩
井
利
助
」
と
あ
る
。
〈
山
姥
〉
の
謡
の
「
立
木
」
と
は
、［
ク
セ
］
冒
頭
の
「
遠
近
の
、
た
つ
き
0
0
0
も
知
ら
ぬ
山
中
に
、
お
ぼ
つ
か
な
く
も
よ
ぶ
こ
鳥
の）（1
（
」
を
指
す
。『
古
今
和
歌
集
』
春
上
・
29（
末
句
、
よ
ぶ
こ
鳥
か
な
）を
引
い
た
詞
章
で
、「
ど
こ
が
ど
こ
と
見
当
を
つ
け
る
手
立
て
の
な
い
深
い
山
」
の
意
で
、
手
立
て
の
「
方たづ
き便
」
に
「
立
木
」
の
字
を
当
て
て
い
る
。
古
今
伝
授
の
三
鳥
の
一
つ
が
呼
子
鳥
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
関
わ
る
と
の
認
識
か
ら
か
、
遠
慮
が
ち
に
「
立
木
」
と
は
何
か
を
尋
ね
て
い
る
。
吉
村
は
、
近
衛
基
煕
、
中
院
通
茂
・
通
躬
父
子
等
の
京
都
歌
壇
堂
上
派
の
錚
々
た
る
歌
人
か
ら
指
南
を
受
け
て
、
研
鑽
を
積
み
、
そ
の
生
涯
で
万
を
超
え
る
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う）（1
（
。
ま
さ
に
吉
村
に
問
い
合
わ
せ
る
に
相
応
し
い
事
柄
と
言
え
る
。
書
き
調
え
る
事
項
の
選
定
は
、
岩
井
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
能
に
関
わ
る
習
事
を
貪
欲
に
収
集
す
る
岩
井
の
姿
勢
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
な
お
、「
た
つ
き
」
の
語
は
、〈
浮
舟
〉
シ
テ
登
場
段
［
一
セ
イ
］「
柴
積
み
舟
の
寄
る
波
も
、
な
ほ
た
つ
き
0
0
0
な
き
憂
き
身
か
な
」、〈
玉
葛
〉［
ク
セ
］「
た
つ
き
0
0
0
も
知
ら
ぬ
身
の
程
を
、
思
ひ
嘆
き
て
行
き
悩
む
」
に
も
見
え
る）（1
（
。『
願
ひ
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書
』
と
同
じ
十
二
月
十
二
日
付
で
あ
る
の
で
、
そ
の
冒
頭
【
1
】
で
触
れ
ら
れ
て
い
た
『〈
芭
蕉
・
浮
舟
・
玉
葛
・
碇
潜
〉
心
得
』
に
関
連
す
る
質
問
と
し
て
『
願
ひ
書
』
と
と
も
に
提
出
し
た
書
付
か
も
し
れ
な
い
。
所
蔵
さ
れ
る
過
程
で
、
内
容
を
優
先
さ
せ
て
『〈
芭
蕉
・
浮
舟
・
玉
葛
・
碇
潜
〉
心
得
』
に
挟
み
込
ま
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
吉
村
と
岩
井
の
距
離
の
近
さ
で
あ
る
。
吉
村
の
父
綱
村
の
代
に
目
を
向
け
れ
ば
、
藩
主
か
ら
の
能
に
関
す
る
下
問
は
、
奉
行
職
を
介
し
て
役
者
と
や
り
取
り
が
な
さ
れ
て
い
た
事
例）（1
（
が
見
ら
れ
、
こ
の
手
続
き
が
普
通
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
岩
井
理
助
が
習
事
の
専
門
知
識
と
、
学
究
的
資
質
を
兼
ね
備
え
て
い
た
か
ら
こ
そ
役
目
を
果
た
せ
た
の
だ
ろ
う
。
煩
雑
に
な
っ
た
の
で
本
節
に
つ
い
て
改
め
て
ま
と
め
る
。
岩
井
理
助
の
書
上
の
ひ
と
つ
『
願
ひ
書
』
を
取
り
上
げ
て
、
吉
村
か
ら
直
々
に
岩
井
が
承
っ
て
い
た
御
乱
舞
方
御
用
の
役
目
を
見
た
。
岩
井
が
担
っ
て
い
た
の
は
、「
御
前
御
書
物
」
を
閲
覧
し
て
、
金
春
流
の
習
事
と
謡
に
関
す
る
事
柄
を
書
き
調
え
る
役
目
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
進
め
る
上
で
、
岩
井
は
、
遺
漏
な
く
仕
上
げ
る
た
め
の
充
分
な
時
間
と
、
疑
問
点
を
吉
村
と
大
蔵
庄
左
衛
門
に
確
認
を
取
る
こ
と
を
願
い
出
て
い
た
。
ま
た
、
岩
井
が
吉
村
に
質
問
す
る
具
体
例
と
し
て
、「
立
木
」
と
い
う
〈
山
姥
〉
等
の
詞
章
に
見
え
る
語
義
を
尋
ね
る
書
上
を
見
た
。
吉
村
が
岩
井
に
直
々
に
命
を
下
し
て
い
る
こ
と
、「
御
前
御
書
物
」
の
熟
覧
を
許
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
吉
村
が
岩
井
を
重
用
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
加
え
て
、
岩
井
が
遠
慮
し
つ
つ
も
古
今
伝
授
に
関
わ
る
可
能
性
の
あ
る
事
柄
を
も
尋
ね
る
様
子
か
ら
、
調
査
内
容
が
あ
る
程
度
岩
井
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
は
じ
め
に
紹
介
し
た
『
要
用
集
寫
覺
』（
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
）「
七
段
乱
」
付
記
で
は
、
岩
井
の
な
し
た
こ
と
は
、『
真
徳
鏡
』
の
典
拠
の
ひ
と
つ
で
あ
る
岩
井
家
所
持
の
金
春
流
太
鼓
伝
書（『
要
用
集
』
と
推
定
）を
、
桜
井
八
右
衛
門
家
へ
貸
し
出
し
た
こ
と
の
み
に
思
え
た
。
し
か
し
、
『
願
ひ
書
』
の
解
釈
を
通
じ
て
見
直
す
と
、
伝
書
の
貸
し
出
し
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
習
事
の
調
査
・
収
集
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
可
能
性
を
想
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
し
て
み
た
い
。
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四
、〈
黒
塚
〉
の
習
事
を
め
ぐ
っ
て
前
掲
『
願
ひ
書
』【
2
】
に
お
い
て
、
岩
井
が
習
事
脱
落
の
具
体
例
と
し
て
指
摘
し
て
い
た
〈
黒
塚
〉（「
黒
塚
糸
之
く
り
や
う
書
付
申
候
得
共
、
六
道
の
段
之
大
夫
之
心
持
ツ
事
之
習
抔
、
一
図
ニ
抜
申
候
」）を
取
り
上
げ
る
。
「
黒
塚
糸
之
く
り
や
う
」
と
は
、
里
女（
シ
テ
）が
枠
桛
輪（
糸
車
）を
廻
し
て
糸
を
巻
き
取
る
様
子
を
祐
慶（
ワ
キ
）に
見
せ
る
場
面
で
、
ど
の
詞
章
で
ど
う
繰
り
出
せ
ば
良
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
習
事
で
、
そ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
記
事
が
『
真
徳
鏡　
肆
』（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）に
見
え
て
い
る
。
 　
【
小
字
翻
刻
】
く
の
字
よ
り
繰
出
す　
ま
の
字
よ
り　
く
の
字
よ
り
　
つ
ゝ
け
て　
　
　
　
　
つ
ゝ
け
て　
　
つ
ゝ
け
て
そ
の
字
よ
り　
　
　
　
よ
の
字
よ
り
　
　
　
つ
ゝ
け
て
「
の
」
の
字
の
は
ら
い
を
連
綿
の
よ
う
に
長
く
引
く
特
徴
的
な
記
号
に
よ
っ
て
、
糸
車
を
回
し
始
め
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
、
回
し
続
け
る
間
隔
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
習
事
は
六
冊
本
に
限
ら
ず
、
三
冊
本
・
二
冊
本
、
さ
ら
に
『
真
徳
鏡
』
の
典
拠
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）大
蔵
庄
左
衛
門
経
喜
奥
書
『
万
能
鏡
』（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）に
も
記
載
が
あ
る
。
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以
下
、『
真
徳
鏡
』
六
冊
本
に
よ
っ
て
内
容
を
確
認
す
る
。
便
宜
上
、
表
記
を
私
に
改
め
た
。
な
お
、
上
記
諸
本
の
記
述
を
比
較
し
た
付
表
を
本
稿
末
尾
に
置
い
た
の
で
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。
糸
繰
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
二
箇
所
で
、
第
四
段
［
次
第
］［
一
セ
イ
］
と
第
五
段
［
ロ
ン
ギ）（1
（
］
で
あ
る
。
　
第
四
段
［
次　
第
］
地
謡
真
赭
の
糸
を
繰0
り
返
し
、
真0
赭
の
糸
を
繰0
り
か
え
し
、
昔
を
今
に
な
さ
ば
や
。
　
　
　
　
［
一
セ
イ
］
シ
テ
賤
が
績
麻0
の
夜
ま
で
も
、
地
謡
世0
渡
る
業
こ
そ
も
の
う
け
れ
。
傍
点
を
付
し
た
五
箇
所
に
「
の
」
の
字
が
あ
り
、
糸
車
を
回
し
始
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
示
し
て
い
る
。「
一
、
か
や
う
に
五
つ
く
る
。
こ
れ
五
道
を
表
す
大
き
に
な
ら
い
な
り
」
と
し
て
、
五
つ
繰
る
こ
と
が
「
五
道
」（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
人
間
・
天
道
）を
表
す
と
い
う
重
要
な
習
事
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
第
五
段
［
ロ
ン
ギ
］
は
、
　
 
地
謡
さ
て
そ
も
五
条
わ
た
り
に
て
、
夕
顔
の
宿
を
尋
ね
し
は
、
シ
テ
日
蔭
の
糸
の
冠
着
し
、
そ
れ
は
名
高
き
人
や
ら
ん
、
地
謡
加
茂
の
み
あ
れ
に
飾
り
し
は
、
シ
テ
糸0
毛
の
車
と
こ
そ
聞
け
、
地
謡
糸
桜
色
も
さ
か
り
に
咲
く
頃
は
、
シ
テ
来0
る
人
多
き
春
の
暮
、
地
謡
穂
に
出
ず
る
秋
の
糸
ず
す
き
、
シ
テ
月
に
夜
を
や
待
ち
ぬ
ら
ん
、
地
謡
今
は
た
賤
が
繰0
る
糸
の
、
シ
テ
長0
き
命
の
つ
れ
な
さ
を
、
地
謡
長
き
命
の
つ
れ
な0
さ
を
、
思
ひ
明0
石
の
浦
千
鳥
、
音
を
の
み
ひ
と
り
泣
き
明
か
す
、
音
を
の
み
ひ
と
り
泣
き
明
か
す
。
傍
点
の
六
箇
所（「
長
」
は
「
な
」、「
明
」
は
「
あ
」）で
、「
か
や
う
に
六
つ
く
る
也
。
是
六
道
也
」
と
し
て
、
六
つ
繰
る
こ
と
が
「
六
道
」（
五
道
に
阿
修
羅
が
加
わ
る
）を
表
す
と
す
る
。
こ
の
五
道
六
道
の
習
を
総
括
し
て
、『
真
徳
鏡
』
諸
本
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
　
一
、
五
道
六
道
の
間
に
曲
舞
有
。
廻
る
事
と
云
に
よ
り
て
、
枠
を
繰
る
也
。
　
一
、「
五
道
六
道
に
廻
る
」
と
謡
ふ
に
よ
つ
て
十
一
繰
る
也
。
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［
ロ
ン
ギ
］
の
前
の
［（
ク
セ
）］
の
中
で
「
五
道
六
道
に
廻
る
」
と
い
う
詞
章
が
あ
る
こ
と
に
因
み
、
枠
桛
輪
を
［（
ク
セ
）］
の
前
後
で
、
前
に
五
つ
、
後
で
六
つ
、
合
わ
せ
て
十
一
繰
る
の
が
、「
黒
塚
糸
之
く
り
や
う
」
の
習
事
で
あ
る
。
さ
て
、
岩
井
が
記
載
漏
れ
を
指
摘
し
て
い
た
「
六
道
の
段
之
大
夫
之
心
持
ツ
事
之
習
抔
、
一
図
ニ
抜
申
候
」
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
同
様
に
諸
本
を
比
較
す
る
と
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
記
事
は
『
真
徳
鏡
』
六
冊
本
に
し
か
見
え
ず
、
増
補
と
判
明
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
岩
井
が
遺
漏
を
指
摘
し
て
い
た
内
容
が
、
六
冊
本
に
の
み
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
増
補
記
事
の
内
容
を
確
認
し
つ
つ
、
こ
の
岩
井
の
指
摘
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
た
い
。
　
一
、
真
赭
の
糸
を
繰
り
返
し
　
　
　
 
真
赭
の
糸
と
は
、
十
纏
四
縛
と
て
十
四
本
の
糸
あ
り
て
、
心
を
六
道
に
繋
ぎ
止
め
て
お
く
糸
な
り
。
此
糸
を
繰
り
返
し
、
煩
悩
の
絆
を
切
り
尽
く
す
事
を
心
に
含
み
て
、
糸
繰
る
事
な
り
。
十
纏
四
縛
と
は
、
衆
生
を
迷
い
の
世
界
に
縛
る
煩
悩
を
細
分
化
し
た
も
の
で
『
無
量
寿
経
』
な
ど
に
見
え
る
と
い
う）11
（
。
真
赭
の
糸（
赤
い
色
の
糸）
1（
（
）を
纏
縛
の
糸
と
見
て
い
る
。
こ
の
糸
が
心
を
六
道
に
繋
ぎ
止
め
て
い
る
た
め
に
迷
い
が
生
じ
、
輪
廻
を
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
と
し
て
、
こ
の
糸
を
切
り
尽
く
す
こ
と
を
こ
こ
で
は
観
念
し
て
、
糸
繰
り
を
す
る
の
だ
と
説
く
。
見
る
べ
き
対
象
は
、
目
の
前
に
存
在
す
る
糸
で
は
な
く
、
心
に
観
念
す
べ
き
比
喩
と
し
て
の
糸
な
の
だ
と
い
う
習
事
で
、
以
降
も
こ
の
主
張
で
一
貫
し
て
い
る
。
　
一
、
賤
が
績
み
麻
の
夜
迄
も
世
渡
る
業
こ
そ
も
の
憂
け
れ
　
　
　
 
此
所
「
賤
が
績
み
麻
の
夜
迄
も
」
と
は
、
心
よ
り
出
づ
る
十
纏
四
縛
の
煩
悩
の
縄
を
「
賤
が
績
み
麻
」
の
業
と
心
得
て
、
糸
繰
る
事
な
り
。
さ
て
「
賤
が
績
み
麻
」
と
さ
し
た
る
事
は
、
心
よ
り
起
こ
る
十
纏
の
糸
を
己
が
身
の
業
に
な
ぞ
ら
へ
た
る
事
な
れ
ば
、
糸
を
見
ず
し
て
心
に
観
し
て
繰
る
事
な
り
。
心
と
六
道
を
繋
ぐ
煩
悩
の
縄
を
繰
る
こ
と
が
本
当
の
仕
事
な
の
だ
と
捉
え
、
自
身
の
心
が
け
次
第
で
現
れ
る
「
十
纏
の
糸
」
を
己
の
業
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（
ご
う
）と
し
、
そ
の
心
に
観
念
し
た
「
十
纏
の
糸
」
を
繰
る
こ
と
が
肝
要
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
　
一
、
糸
毛
の
車
と
こ
そ
聞
　
　
　
 
此
所
、
車
に
糸
を
巻
き
付
く
る
ご
と
く
に
、
罪
障
の
糸
を
巻
つ
け
お
く
も
同
じ
心
と
い
ふ
事
な
り
。
糸
毛
の
車
は
、
車
箱
を
色
染
め
の
撚
糸
で
飾
っ
た
貴
女
用
の
牛
車
で
あ
る）11
（
。
そ
の
飾
り
の
撚
糸
を
、
罪
障
の
糸
と
見
立
て
て
い
る
。
　
一
、
来
る
人
多
き
春
の
暮
れ
　
　
　
 
此
所
、
我
心
ば
か
り
に
糸
繰
り
か
け
た
る
こ
と
に
は
あ
ら
ず
。
生
た
る
ほ
ど
の
人
は
、
同
じ
く
十
纏
四
縛
の
糸
の
多
き
ゆ
へ
に
、
来
る
人
多
き
春
の
暮
れ
と
い
ふ
心
な
り
。
糸
桜
が
盛
り
と
な
る
春
の
夕
暮
れ
に
、
多
く
の
見
物
人
が
集
う
、
と
い
う
の
が
表
の
意
味
で
あ
る
。
そ
の
裏
に
は
、「
来
る
」
と
音
通
の
「
繰
る
」
が
あ
り
、
自
分
自
身
だ
け
で
な
く
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
に
十
纏
四
縛
の
糸
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
　
一
、
繰
る
糸
の
長
き
命
の
つ
れ
な
さ
を
　
　
　
 
此
所
、
こ
の
身
は
死
し
た
り
と
も
ま
た
宿
業
に
よ
り
て
、
五
道
六
道
に
心
の
流
転
す
る
ゆ
へ
に
、「
長
き
命
の
つ
れ
な
さ
を
」
と
云
事
な
れ
ば
、
此
所
も
前
の
ご
と
く
心
に
観
し
て
、
糸
を
見
ず
繰
る
を
、
今
春
の
至
極
の
習
な
り
。
惜
し
く
も
な
い
命
を
長
ら
え
て
い
る
こ
と
の
嘆
き
の
裏
に
、
死
し
て
も
宿
業
に
よ
り
五
道
六
道
を
心
が
長
く
流
転
し
、
輪
廻
を
繰
り
返
す
こ
と
の
無
情
を
見
て
い
る
。
以
上
が
「
六
道
の
段
之
大
夫
之
心
持
ツ
事
之
習
」
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
習
事
の
内
容
で
あ
る
。
厳
密
に
言
え
ば
「
六
道
」
に
当
た
る
の
は
、「
糸
毛
の
車
」
の
条
以
下
だ
が
、
お
そ
ら
く
は
「
五
道
」
に
当
た
る
「
真
赭
の
糸
」
と
「
賤
が
績
み
麻
」
の
条
を
含
め
て
、
岩
井
理
助
は
「
六
道
の
段
」
と
称
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
煩
雑
に
な
っ
た
の
で
、
も
う
一
度
『
願
ひ
書
』
に
立
ち
戻
り
つ
つ
、
こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
る
。
岩
井
理
助
は
、
吉
村
の
蔵
書
を
見
て
い
57　仙台藩御乱舞方御用岩井理助と『真徳鏡』の増補をめぐって
て
習
事
の
書
き
落
と
し
を
見
つ
け
た（「
御
前
御
書
物
段
々
折
入
奉
拝
見
候
處
ニ
、
所
々
ニ
少
宛
書
落
申
所
共
相
見
へ
申
候
」）。
そ
の
具
体
例
と
し
て
挙
げ
た
の
が
〈
黒
塚
〉
の
習
事（「
黒
塚
糸
之
く
り
や
う
書
付
申
候
得
共
、
六
道
の
段
之
大
夫
之
心
持
ツ
事
之
習
抔
、
一
図
ニ
抜
申
候
」）で
あ
っ
た
。
岩
井
が
見
た
吉
村
の
蔵
書
に
は
、
吉
村
の
父
綱
村
に
献
上
さ
れ
た
伝
書
で
あ
る
延
宝
六
年（
一
六
七
八
）八
月
の
大
蔵
庄
左
衛
門
経
喜
奥
書
『
万
能
鏡
』、『
真
徳
鏡
』
二
冊
本（
元
禄
六
年
以
前
成
立
と
表
章
氏
推
定
）は
、
当
然
、
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
真
徳
鏡
』
三
冊
本
が
い
つ
成
っ
た
か
を
比
定
す
る
手
が
か
り
を
持
た
な
い
が
、〈
黒
塚
〉
に
関
し
て
は
二
冊
本
と
三
冊
本
に
記
述
の
差
は
な
い
の
で
、
ひ
と
ま
ず
は
問
題
な
い
。
岩
井
は
『
万
能
鏡
』
や
『
真
徳
鏡
』
二
冊
本
を
見
て
、〈
黒
塚
〉
の
「
六
道
の
段
之
大
夫
之
心
持
ツ
事
之
習
」
の
脱
落
に
気
づ
い
た
の
で
は
な
い
か
。
な
に
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
岩
井
が
書
き
落
と
し
を
指
摘
し
た
だ
け
で
な
く
、
シ
テ
の
心
持
ち
は
金
春
流
の
重
い
習
事
で
あ
る
の
で
書
き
留
め
て
お
く
（「
今
春
之
殊
之
外
重
キ
習
ニ
仕
候
と
申
義
を
、
書
留
指
置
申
候
」）と
言
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
岩
井
自
身
の
書
付
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
岩
井
が
抜
け
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
た
「
六
道
の
段
之
大
夫
之
心
持
ツ
事
之
習
」
が
、『
真
徳
鏡
』
六
冊
本
に
増
補
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
岩
井
理
助
の
主
張
は
『
真
徳
鏡
』
の
増
補
に
関
係
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
加
え
て
、
先
に
見
た
『
真
徳
鏡
』
六
冊
本
〈
黒
塚
〉
の
増
補
記
事
「
繰
る
糸
の
長
き
命
の
つ
れ
な
さ
を
」
条
の
二
重
傍
線
部
「
今
春
の
至
極
の
習
な
り
」
と
、『
願
ひ
書
』
で
岩
井
が
言
う
「
今
春
之
殊
之
外
重
キ
習
」
が
近
い
表
現
で
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
増
補
記
事
の
典
拠
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
他
の
型
付
に
も
糸
繰
り
の
口
伝
を
示
す
も
の
が
あ
り
、
金
春
流
に
お
い
て
糸
繰
り
の
場
面
に
口
伝
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
か
と
言
え
る
。『
桝
型
本
型
付
』（
般
若
窟
文
庫
蔵
。
金
春
安
照
の
次
世
代
の
型
付
）に
は
、［（
ク
セ
）］「
五
道
六
道
に
め
ぐ
る
こ
と
」
に
「
わ
く
を
見
て
静
〳
〵
と
ま
は
す
也
。
口0
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
伊
達
家
で
編
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
大
蔵
家
仕
舞
付　
六
』（
能
楽
研
究
所
蔵
）に
も
「『
思おも
ひ
明あか
し石
』
と
そ
の
糸いと
垂た
る
両
の
手
を
や
は
り
其
ま
ゝ
に
て
正
面
を
請
、
観
念
0
0
し
」（
私
に
漢
字
を
あ
て
た
箇
所
に
振
仮
名
を
付
し
た
）と
具
体
的
な
内
容
は
示
さ
れ
な
い
ま
で
も
「
観
念
」
の
文
字
が
型
付
に
も
見
え
て
お
り
、『
真
徳
鏡
』
六
冊
本
と
の
関
連
を
指
摘
で
き
る
。
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さ
ら
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
が
、『
万
能
鏡
』
の
み
に
見
え
る
「
曲
舞
観
念
ノ
曲
舞
也
」
と
い
う
一
つ
書
き
で
あ
る
。
こ
の
「
曲
舞
」
は
［（
ク
セ
）］
の
み
を
指
す
の
で
は
な
く
、
完
備
形
式
の
曲
舞
に
近
い
と
も
言
え
る
［
次
第
］［
一
セ
イ
］［
ク
ド
キ
グ
リ
］［
サ
シ
］
［（
ク
セ
）］
に
、
続
く
［
ロ
ン
ギ
］
ま
で
を
含
め
た
、
一
連
の
糸
繰
り
を
披
露
す
る
部
分
を
指
す
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、「
観
念
ノ
曲
舞
」
の
詳
細
が
「
六
道
の
段
之
大
夫
之
心
持
ツ
事
之
習
」（
五
道
を
含
む
と
推
定
）と
い
え
る
。『
万
能
鏡
』
で
は
何
を
観
念
す
べ
き
か
を
明
記
せ
ず
口
伝
の
扱
い
と
し
て
い
た
も
の
が
、『
真
徳
鏡
』
六
冊
本
に
至
り
、
心
に
何
を
観
念
す
る
か
が
明
記
さ
れ
た
の
だ
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
所
作
に
対
す
る
解
釈
の
深
ま
り
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
枠
桛
輪
を
廻
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
演
技（
身
体
動
作
）の
裏
に
あ
る
シ
テ
の
心
持
ち
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
夜
な
べ
し
て
糸
を
繰
る
辛
い
境
遇
を
祐
慶
に
吐
露
し
て
い
た
里
女
は
、
い
つ
し
か
次
第
に
「
一
心
の
迷
い
」
に
よ
っ
て
輪
廻
を
逃
れ
ら
れ
な
い
人
間
の
愚
か
さ
を
開
陳
し
、
そ
れ
を
隠
す
か
の
よ
う
に
糸
尽
く
し
の
糸
繰
り
歌
を
口
ず
さ
み
、
糸
繰
り
を
見
せ
る
。
単
な
る
里
女
で
は
な
い
、
こ
の
女
の
た
だ
な
ら
な
さ
を
舞
台
上
に
立
ち
上
が
ら
せ
る
た
め
の
支
え（
工
夫
）が
、
六
道
の
段
の
大
夫
の
心
持
ち
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
漫
然
と
糸
を
繰
る
の
と
は
異
な
る
、
舞
台
上
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
五
、
大
蔵
庄
左
衛
門
と
岩
井
理
助
前
節
で
は
、
岩
井
が
『
真
徳
鏡
』
の
増
補
に
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
例
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
関
連
文
書
を
多
数
残
し
て
い
る
岩
井
が
、
習
事
に
詳
し
い
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
で
は
、
彼
は
そ
う
し
た
知
識
を
ど
の
よ
う
に
得
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
願
ひ
書
』（「
御
前
并
、
乍
恐
庄
左
衛
門
方
へ
茂
、
指
遣
申
度
心
懸
罷
在
申
候
」）に
お
い
て
、
念
を
入
れ
て
仕
上
げ
る
た
め
校
閲
者
と
し
て
吉
村
の
ほ
か
に
も
う
一
人
名
前
が
挙
が
っ
て
い
た
、
大
蔵
庄
左
衛
門
に
目
を
向
け
た
い
。
大
蔵
庄
左
衛
門
と
岩
井
理
助
の
関
係
性
が
窺
え
る
資
料
に
、『
極
秘
伝
書
付　
道
成
寺
赤
頭　
外）11
（
』（
能
楽
研
究
所
蔵
）が
あ
る（
包
紙
「
上　
大
蔵
59　仙台藩御乱舞方御用岩井理助と『真徳鏡』の増補をめぐって
庄
左
衛
門
」）。
金
春
流
一
子
相
伝
の
重
習
で
あ
る
〈
道
成
寺
〉
と
〈
猩
々
乱
〉
に
関
す
る
書
付
で
、
包
紙
に
「
火
中
物
」、
本
文
に
も
「
火
中
可
仕
候
」
と
念
を
押
し
て
い
る
が
、
幸
い
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
本
資
料
も
ま
た
、
重
習
を
め
ぐ
る
こ
と
に
岩
井
が
関
連
し
た
こ
と
を
示
す
文
書
で
、
一
つ
書
き
六
箇
条
か
ら
成
る
大
蔵
庄
左
衛
門
が
岩
井
に
宛
て
た
返
信
で
あ
る
。【
1
】
内
題
「
道
成
寺
赤
頭
之
事
」、【
2
】
岩
井
の
問
い
合
わ
せ
た
習
事
に
対
す
る
大
蔵
庄
左
衛
門
の
反
応
、【
3
・
4
】〈
道
成
寺
〉
の
秘
事
、【
5
・
6
】〈
猩
々
乱
〉
の
秘
事
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
少
し
ず
つ
区
切
り
内
容
を
確
認
す
る
。
　
【
1
】
一
、
道
成
寺
赤
頭
之
事
。
　
 【
2
】
一
、
こ
れ
ハ
殊
之
外
ニ
当
流
ニ
而
ハ
重
キ
習
ひ
ニ
申
傳
。
一
子
相
傳
之
内
、
別
而
之
品
々
有
之
義
ニ
而
候
。
中
〳
〵
門
弟
な
と
ニ
ハ
、
少
も
為
聞
候
品
ニ
ハ
無
候
。
其
元
よ
り
書
付
遣
候
ハ
、
何
方
よ
り
本
ト
出
候
聞
書
ニ
而
候
哉
。
一
向
ニ
我
等
相
傳
申
候
と
ハ
、
大
キ
ニ
品
違
イ
申
候
。
か
様
之
義
、
弟
子
共
な
と
推
量
ニ
色
々
習
ひ
事
江
理
屈
ヲ
付
、
実
之
義
ハ
不
持
申
候
。
解
候
事
、
昔
よ
り
多
に
な
れ
故
、
先
頃
之
杜
若
之
白
拍
子
之
事
、
知
ぬ
事
ハ
し
れ
ぬ
ニ
仕
候
ハ
、
一
向
ニ
能
も
な
き
ニ
理
ヲ
附
候
ハ
ん
と
こ
し
ら
へ
候
得
者
、
実
之
習
ひ
事
と
相
違
出
候
筈
ニ
な
き
に
ハ
お
と
り
之
事
と
も
多
。
又
、
後
世
之
そ
し
り
を
受
ケ
候
事
、
昔
よ
り
多
キ
事
に
而
候
。
其
元
よ
り
書
遣
候
赤
頭
之
事
ハ
、
何
と
も
難
心
得
事
と
も
に
而
候
。
後
ニ
こ
し
ら
へ
候
物
に
ハ
無
候
哉
。
火
龍
0
0
な
と
ゝ
申
候
事
、
一
向
ニ
合
点
無
事
に
而
候
。
も
し
〳
〵
五
条
太
鼓
之
巻
物
0
0
0
0
0
0
0
な
と
ニ
御
座
候
哉
。
外
よ
り
出
候
も
の
ニ
而
候
ハ
ゝ
、
こ
し
ら
へ
事
と
見
申
候
間
、
大
方
之
事
な
か
ら
我
等
承
傳
候
通
り
、
不
残
書
付
、
左
へ
申
遣
候
。
此
書
付
ハ
、
其
元
ニ
留
書
仕
候
ハ
ヽ
、
我
等
自
筆
ハ
揃
置
候
ハ
て
、
火
中
可
仕
候
。
後
〳
〵
迄
我
等
自
筆
残
の
こ
り
候
へ
而
ハ
、
其
方
一
代
ハ
其
分
ニ
而
候
得
と
も
、
子
孫
ニ
筋
扣
之
も
の
出
来
、
不
沙
汰
ニ
な
り
可
申
哉
。
六
三
郎
事
ニ
而
も
考
可
申
ハ
お
な
し
事
ニ
而
候
。
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一
子
相
伝
の
大
秘
事
で
あ
る
〈
道
成
寺
〉
赤
頭
に
関
し
て
岩
井
が
送
っ
た
書
付
の
内
容
が
、
金
春
家
の
伝
と
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
た
た
め
、
傍
線
部
「
其
元
よ
り
書
付
遣
候
ハ
、
何
方
よ
り
本
ト
出
候
聞
書
ニ
而
候
哉
」
と
、
大
蔵
庄
左
衛
門
は
そ
の
典
拠
を
尋
ね
返
し
て
い
る
。
弟
子
た
ち
が
推
量
し
て
理
屈
を
付
け
た
、「
実
之
義
」
を
持
た
な
い
習
事
や
秘
事
の
類
が
、
昔
か
ら
多
い
こ
と
を
大
蔵
庄
左
衛
門
は
嘆
い
て
い
る
。
今
回
の
〈
道
成
寺
〉
赤
頭
の
件
よ
り
も
以
前
に
岩
井
が
問
い
合
わ
せ
た
「
杜
若
之
白
拍
子
之
事
」
も
、
今
回
同
様
、
大
蔵
庄
左
衛
門
が
眉
を
顰
め
る
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
だ
。
後
人
に
非
難
さ
れ
る
こ
と
は
昔
よ
り
例
の
多
い
こ
と
だ
と
し
て
、
大
蔵
庄
左
衛
門
は
今
回
の
赤
頭
の
事
も
後
人
が
「
こ
し
ら
へ
候
物
」
で
な
い
か
と
返
答
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
蔵
庄
左
衛
門
は
、「
火
龍
」
と
い
う
習
事
は
ま
っ
た
く
覚
え
が
な
い
と
す
る
一
方
で
、「
火
龍
」
の
典
拠
が
「
五
条
太
鼓
之
巻
物
な
と
」
な
の
か
と
、
岩
井
に
聞
き
返
し
て
も
い
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
岩
井
の
も
と
に
大
蔵
庄
左
衛
門
が
習
事
の
典
拠
と
し
て
認
め
得
る
太
鼓
伝
書
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
「
五
条
太
鼓
之
巻
物
」
に
な
い
も
の
は
「
こ
し
ら
へ
事
」
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
一
通
り
大
蔵
庄
左
衛
門
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
書
き
付
け
て
渡
す
と
あ
る
。
本
条
の
末
尾
で
念
押
す
の
は
、
こ
の
返
書
を
破
棄
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
岩
井
の
子
孫
に
控
え
が
出
来
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
だ
。
岩
井
が
問
い
合
わ
せ
た
内
容
を
総
評
し
た
上
で
、
大
蔵
庄
左
衛
門
は
金
春
流
赤
頭
の
正
し
い
習
事
を
次
の
よ
う
に
言
う
。
以
下
の
二
条
は
原
文
を
引
用
せ
ず
、
要
約
を
示
し
て
お
く
。【
3
】
で
は
、
赤
頭
の
習
事
を
説
明
し
て
い
る
。
鬘
に
般
若
で
は
取
り
合
わ
せ
が
悪
い
と
い
う
大
前
提
を
示
し
、〈
道
成
寺
〉
の
赤
頭
は
蛇
体
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
火
焔
の
ご
と
く
燃
え
立
つ
髪
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
、
平
元
結
を
す
る
の
は
女
が
変
化
し
た
こ
と
の
名
残
を
と
ど
め
る
た
め
だ
と
言
う
。
ま
た
、〈
黒
塚
〉
で
赤
頭
を
用
い
る
の
は
本
性
が
鬼
女
だ
か
ら
で
、
い
っ
ぽ
う
〈
葵
上
〉
が
鬘
な
の
は
、
そ
の
本
性
が
蛇
で
も
へ
び
で
も
鬼
で
も
な
い
六
条
御
息
所
だ
か
ら
だ
と
し
て
、
他
流
に
お
い
て
〈
葵
上
〉
と
同
じ
く
〈
道
成
寺
〉〈
黒
塚
〉
に
鬘
を
用
い
る
の
は
心
得
違
い
だ
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
【
4
】
で
は
、
赤
頭
に
関
連
し
て
鱗
箔
を
着
用
す
る
曲
と
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。〈
道
成
寺
〉
の
着
付
に
白
地
の
鱗
箔
を
用
い
る
の
は
蛇
の
鱗
を
表
現
す
る
た
め
で
、
61　仙台藩御乱舞方御用岩井理助と『真徳鏡』の増補をめぐって
他
流
に
お
い
て
〈
道
成
寺
〉
に
鱗
箔
を
用
い
る
か
ら
と
い
っ
て
鬼
女
出
立
の
類
曲
で
あ
る
〈
葵
上
〉〈
黒
塚
〉
に
用
い
た
り
、
強
さ
を
表
す
た
め
に
〈
山
姥
〉
等
に
用
い
る
の
は
、
赤
頭
と
同
様
に
大
き
な
誤
り
だ
と
す
る
。
金
春
流
に
お
い
て
鱗
箔
は
〈
道
成
寺
〉
一
番
に
限
る
が
、
例
外
と
し
て
龍
女
で
あ
る
〈
海
人
〉
の
後
シ
テ
に
も
鱗
箔
を
着
用
す
る
。
こ
の
〈
海
人
〉
鱗
箔
の
習
は
「
大
切
至
極
之
事
」
で
あ
る
が
、〈
道
成
寺
〉
に
触
れ
て
言
及
し
な
い
訳
に
い
か
な
い
の
で
併
せ
て
伝
授
す
る
、
と
大
蔵
庄
左
衛
門
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
後
、
話
は
変
わ
っ
て
、〈
猩
々
乱
〉
に
関
す
る
回
答
が
二
箇
条
つ
づ
く
。
先
の
〈
道
成
寺
〉
と
は
異
な
り
、〈
猩
々
乱
〉
に
関
す
る
秘
事
は
、
岩
井
の
書
付
の
内
容
を
確
か
な
も
の
だ
と
大
蔵
庄
左
衛
門
は
保
証
し
て
い
る
。
　
 【
5
】
一
、
乱
之
事
ハ
、
其
方
書
付
遣
之
に
無
相
違
候
。
慈
童
之
事
0
0
0
0
ハ
、
先
年
、
我
等
其
方
へ
書
付
遣
候
と
覚
候
。
そ
れ
と
同
前
に
而
候
。
も
し
〳
〵
外
に
其
元
ニ
も
有
之
候
哉
。
こ
れ
ハ
外
に
し
り
た
る
も
の
ハ
無
筈
に
而
候
。
合
点
不
参
候
。
も
し
く
我
等
先
年
書
付
遣
候
を
留
に
仕
置
、
此
度
之
書
付
之
内
ニ
書
加
候
哉
。
も
し
〳
〵
外
よ
り
承
り
候
ハ
ヽ
、
何
方
よ
り
承
候
と
申
事
を
可
申
聞
候
。
近
比
こ
れ
は
外
に
し
り
た
る
も
の
ハ
無
筈
に
而
候
。
合
点
不
参
候
。
も
し
先
求
馬
咄
を
承
り
候
哉
。
我
等
去
々
年
ニ
而
、
庄
左
衛
門
へ
遣
候
書
物
へ
書
入
候
得
と
申
候
。
此
書
状
書
付
、
其
方
へ
遣
候
か
と
覚
へ
候
。
其
外
ニ
ハ
合
点
不
参
候
。
　
 【
6
】
一
、
乱
之
み
た
れ
様
舞
台
之
位
図
ハ
、
こ
れ
又
何
方
よ
り
相
傳
仕
候
書
付
に
候
哉
。
こ
れ
も
本
の
出
候
所
承
り
た
く
候
。
乱
ハ
惣
し
て
無
相
違
宜
候
。
道
成
寺
之
事
し
か
も
杜
若
之
白
は
や
し
ハ
、
何
と
も
う
ろ
ん
に
我
等
ハ
為
候
。
以
上
。
　
　
六
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
井
理
介
と
の
へ
【
5
】「
慈
童
之
事
」
は
大
蔵
庄
左
衛
門
が
先
年
遣
わ
し
た
書
付
と
同
内
容
な
の
で
相
違
な
い
と
し
、
も
し
自
分
が
伝
え
た
も
の
以
外
が
岩
井
の
元
に
あ
る
の
な
ら
ば
、「
慈
童
之
事
」
は
門
外
不
出
で
他
が
知
る
は
ず
の
な
い
こ
と
な
の
で
不
審
を
抱
い
て
い
る
。
大
蔵
庄
左
衛
門
62
は
あ
れ
こ
れ
推
量
し
て
、
先
年
渡
し
た
書
付
を
留
め
置
い
て
、
今
回
の
書
付
に
書
き
加
え
た
の
か
、
ま
た
は
大
蔵
求
馬
か
ら
話
を
聞
い
た
の
か
、
と
尋
ね
返
し
て
い
る）11
（
。
ま
た
、
一
昨
年
渡
し
た
書
物
に
書
き
入
れ
る
よ
う
言
い
、
そ
の
書
状
書
付
を
岩
井
へ
渡
し
た
よ
う
に
記
憶
し
て
お
り
、
こ
れ
以
外
の
相
伝
経
緯
は
納
得
が
い
か
な
い
と
言
い
、
外
か
ら
聞
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
ど
こ
か
ら
の
情
報
か
と
問
い
質
し
て
い
る
。
加
え
て
【
6
】
で
は
、〈
猩
々
乱
〉
の
舞
い
方
を
示
し
た
舞
台
図
に
つ
い
て
も
、
ど
こ
か
ら
相
伝
さ
れ
た
内
容
か
、
そ
の
出
典
を
尋
ね
て
い
る
。〈
猩
々
乱
〉
は
大
体
金
春
流
の
相
伝
内
容
と
相
違
な
い
が
、〈
道
成
寺
〉
と
〈
杜
若
〉
白
拍
子
は
胡
乱
だ
と
締
め
括
る
。
【
5
・
6
】
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
岩
井
が
送
っ
た
書
付
が
、
金
春
流
の
確
か
な
相
伝
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
大
蔵
庄
左
衛
門
家
か
ら
の
相
伝
内
容
を
書
き
付
け
た
の
で
あ
れ
ば
問
題
な
い
が
、
万
一
、
他
所
か
ら
同
一
の
秘
伝
が
漏
れ
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
一
大
事
だ
と
言
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
大
蔵
庄
左
衛
門
は
さ
ま
ざ
ま
に
推
測
を
重
ね
て
、
岩
井
へ
尋
ね
返
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
岩
井
理
助
が
伊
達
家
ゆ
か
り
の
諸
家
へ
習
事
の
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
、
大
蔵
庄
左
衛
門
が
把
握
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
生
じ
る
懸
念
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
大
蔵
庄
左
衛
門
は
、
岩
井
が
尋
ね
た
習
事
が
「
拵
へ
事
」
で
「
胡
乱
」
な
内
容
だ
っ
た
〈
道
成
寺
〉
赤
頭
に
つ
い
て
、
正
し
い
内
容
を
詳
し
く
伝
え
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
関
連
す
る
〈
海
人
〉
後
シ
テ
に
鱗
箔
を
用
い
る
「
大
切
至
極
之
事
」
ま
で
も
惜
し
み
な
く
伝
え
て
い
た
。
こ
れ
は
岩
井
理
助
が
伊
達
吉
村
の
命
を
受
け
て
、
習
事
を
集
成
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
全
面
的
な
協
力
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
岩
井
理
助
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
習
事
は
ど
う
な
る
の
か
。
具
体
的
な
名
称
が
挙
が
っ
て
い
た
〈
道
成
寺
〉「
火
龍
」
と
〈
猩
々
乱
〉「
慈
童
之
事
」
に
つ
い
て
、
先
に
見
た
〈
黒
塚
〉
の
事
例
を
踏
ま
え
て
、『
真
徳
鏡
』
六
冊
本
を
見
る
と
、
や
は
り
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
記
事
が
見
つ
か
る
。
ま
ず
は
〈
道
成
寺
〉「
火
龍
」
に
関
す
る
記
事（『
真
徳
鏡　
壹
』
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）を
掲
げ
る
。
  
一
、
働
舞
事
ハ
、
乗
る
と
不
乗
と
の
二
品
あ
り
。
道
成
寺
は
い
か
に
も
乗
つ
て
、
底
強
く
押
付
て
、
た
る
ま
ざ
る
や
う
に
舞
な
り
。
63　仙台藩御乱舞方御用岩井理助と『真徳鏡』の増補をめぐって
火
龍
0
0
と
て
火
焔
の
う
ち
の
龍
か
火
焔
を
は
く
い
き
ほ
ひ
あ
り
。
故
に
強
き
あ
ま
り
た
る
か
た
ち
な
り
。
鐘
を
も
湯
と
な
す
程
の
い
せ
ひ
な
り
。
此
故
に
強
く
乗
て
、
い
か
に
も
底
つ
よ
く
、
切
っ
て
き
れ
ず
、
押
し
て
お
さ
れ
ず
、
く
だ
ひ
て
く
だ
け
ず
。
縦
ハ
大
石
抔
つ
き
す
へ
た
る
ご
と
く
に
舞
べ
し
と
今
春
大
夫
つ
た
ふ
な
り
。
「
火
龍
」
と
は
蛇
体
の
威
勢
を
示
す
習
事
で
、
火
焔
を
ま
と
っ
た
龍
が
火
を
吐
く
が
ご
と
き
勢
い
を
指
す
と
い
う
。
そ
の
有
り
余
る
強
さ
は
、
鐘
を
溶
か
す
ほ
ど
勢
い
だ
と
も
あ
る
。〔
祈
リ
〕
の
住
僧
と
の
一
進
一
退
の
闘
い
の
場
面
で
は
、
非
常
な
強
さ
を
持
続
さ
せ
な
が
ら
乗
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
浮
き
浮
き
と
乗
る
の
と
は
異
な
り
、
大
石
を
突
き
据
え
る
よ
う
に
、
荒
々
し
い
勢
い
を
軸
と
し
て
内
に
籠
め
つ
つ
舞
い
働
く
こ
と
を
、
金
春
大
夫
の
伝
と
し
て
所
載
し
て
い
る
。
大
蔵
庄
左
衛
門
が
「
拵
へ
事
」
で
胡
乱
だ
と
一
蹴
し
て
い
た
「
火
龍
」
の
習
事
を
、
な
ぜ
『
真
徳
鏡
』
六
冊
本
に
採
録
し
た
か
に
つ
い
て
は
、『
要
用
集
』
と
同
じ
く
天
和
二
年
五
月
金
春
国
重
奥
書
の
あ
る
『
実
鏡
書
』（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）に
「
火
龍
」
の
習
事
が
見
え
て
い
る
こ
と
が
そ
の
根
拠
と
思
わ
れ
る
。『
実
鏡
書
』
も
ま
た
大
蔵
庄
左
衛
門
が
典
拠
と
認
め
て
い
た
「
五
条
太
鼓
之
巻
物
な
と
」
に
お
そ
ら
く
含
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
習
事
「
慈
童
之
事
」
は
正
し
い
内
容
と
大
蔵
庄
左
衛
門
の
お
墨
付
き
を
得
て
い
た
。
こ
れ
も
六
冊
本
に
増
補
さ
れ
た
記
事
で
、
前
述
の
表
氏
が
『
要
用
集
』
と
『
真
徳
鏡
』
の
前
後
関
係
の
比
定
す
る
た
め
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
た
〈
猩
々
乱
〉
の
記
事
で
あ
る
（『
真
徳
鏡
』
二
・
三
冊
本
と
は
不
一
致
な
の
に
、
六
冊
本
は
前
半
の
記
事
が
『
要
用
集
』
と
一
致
す
る
形
に
な
る
と
指
摘
）。『
真
徳
鏡　
伍
』（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）の
〈
猩
々
乱
〉
冒
頭
を
引
く
と
「
一
、
此
能
今
春
の
能
な
り
。
今
春
式
部
大
夫
禅
竹
氏
信
周
の
菊
慈
童
の
事
よ
り
此
能
を
つ
く
れ
り
」
に
は
じ
ま
り
、
慈
童
説
話
の
記
事
が
続
く
。
慈
童
説
話
と
の
つ
な
が
り
は
、
金
春
禅
鳳
の
芸
談
で
あ
る
『
禅
鳳
雑
談
』
に
見
え
る
「
猩
々
は
幼
く
し
て
よ
し
」、「
人
の
お
さ
な
く
お
も
ひ
候
へ
共
、
し
や
う
ぢ
や
う
の
大
事
の
能
に
て
候
と
被
申
候
」
な
ど
に
端
を
発
す
る
説
か
も
し
れ
な
い
。
な
64
お
、『
真
徳
鏡
』
に
は
詳
細
な
「
乱
足
附
図
」
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
【
６
】「
乱
之
み
た
れ
様
。
舞
台
之
位
図
」
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
注
目
さ
れ
る
の
が
、『
要
用
集
』『
実
鏡
書
』
と
同
じ
く
天
和
二
年
五
月
金
春
国
重
奥
書
『
金
春
太
鼓
頭
附
』（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）に
も
「
此
能
猩
々
の
能
に
て
童
子
の
こ
ゝ
ろ
0
0
0
0
0
0
に
う
つ
く
し
く
や
は
ら
か
に
つ
よ
く
な
く
打
へ
し
」
と
も
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
「
火
龍
」
と
「
慈
童
之
事
」
の
関
連
事
項
か
ら
判
断
し
て
、
大
蔵
庄
左
衛
門
が
典
拠
と
し
て
認
め
て
い
た
「
五
条
太
鼓
之
巻
物
」
が
、
金
春
国
重
伝
書
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
く
な
る
。
現
在
、
鴻
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
天
和
二
年
五
月
金
春
国
重
奥
書
太
鼓
伝
書
は
、
三
種
八
冊（『
実
鏡
書
』
一
冊
、『
要
用
集
』
二
冊
、『
金
春
太
鼓
頭
附
』
五
冊
）の
形
態
で
あ
る
が
、
そ
の
元
と
な
っ
た
巻
子
本
の
太
鼓
伝
書
を
、
岩
井
理
助
が
所
持
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
糸
繰
り
を
す
る
と
き
に
何
を
観
念
す
べ
き
か
、
と
い
う
〈
黒
塚
〉
の
シ
テ
の
心
持
ち
に
つ
い
て
は
、
太
鼓
が
入
ら
な
い
場
面
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
太
鼓
伝
書
に
言
及
は
な
い
。
シ
テ
の
心
理
分
析
と
も
言
え
る
習
事
が
詳
細
で
あ
る
と
い
う
点
は
、『
真
徳
鏡
』
六
冊
本
に
所
収
さ
れ
る
他
の
曲
に
も
見
え
る
傾
向
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
、
引
き
続
き
広
く
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
お
わ
り
に
五
代
藩
主
伊
達
吉
村
の
「
獅
山
公
御
流
儀
」
の
実
態
を
探
る
第
一
歩
と
し
て
、『
要
用
集
寫
覺
』（
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
）所
収
の
元
文
五
年
桜
井
八
右
衛
門
安
郷
筆
「
七
段
乱
」
書
付
で
知
り
得
た
、
岩
井
理
助
の
存
在
を
手
掛
か
り
に
、
彼
の
事
績
を
追
っ
た
。
ま
た
、
伊
達
吉
村
と
の
関
係
、
お
よ
び
大
蔵
庄
左
衛
門
と
の
関
係
を
示
す
資
料
に
よ
っ
て
、
御
乱
舞
方
御
用
で
あ
っ
た
岩
井
理
助
が
担
っ
て
い
た
役
目
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
『
願
ひ
書
』
で
は
、
岩
井
理
助
が
脱
落
を
指
摘
し
書
き
留
め
て
お
く
と
言
っ
て
い
た
〈
黒
塚
〉「
六
道
の
段
之
大
夫
之
心
持
ツ
事
之
習
」
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が
、『
真
徳
鏡
』
六
冊
本
に
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岩
井
理
助
の
主
張
は
『
真
徳
鏡
』
の
増
補
記
事
に
関
係
し
て
い
る
も
の
と
見
た
。
さ
ら
に
、
岩
井
が
問
い
合
わ
せ
た
習
事
に
関
す
る
大
蔵
庄
左
衛
門
の
返
書（『
極
秘
伝
書
付　
道
成
寺
赤
頭　
外
』）に
言
及
の
あ
っ
た
〈
道
成
寺
〉
〈
猩
々
乱
〉
の
習
事
に
つ
い
て
も
、〈
黒
塚
〉
同
様
に
『
真
徳
鏡
』
六
冊
本
の
増
補
記
事
に
見
え
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
従
来
『
真
徳
鏡
』
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
金
春
国
重
太
鼓
伝
書
を
岩
井
理
助
が
所
持
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
検
討
を
通
じ
て
、
岩
井
理
助
が
伊
達
吉
村
の
手
足
と
な
り
奔
走
し
て
い
た
習
事
の
調
査
・
収
集
が
、『
真
徳
鏡
』
の
増
補
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た
い
。
本
稿
で
は
、
伊
達
吉
村
が
「
獅
山
公
御
流
儀
」
を
起
こ
す
に
あ
た
っ
て
施
し
た
創
意
工
夫
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
次
稿
で
は
、
視
野
を
広
げ
て
型
付
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
注（1
）　
『
仙
台
市
史　
資
料
編
9
』（
仙
台
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
）付
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
所
収
。
宮
本
圭
造
氏
御
教
示
。「
仙
台
藩
演
能
記
録
」
に
よ
り
算
出
。
吉
村
の
襲
封
は
元
禄
十
六
年
八
月
だ
が
、
襲
封
後
の
初
め
て
の
演
能
記
録
は
宝
永
元
年
で
あ
る
た
め
、
藩
主
時
代
を
宝
永
元
年
か
ら
と
し
た
。
（
2
）　
『
金
春
大
蔵
両
家
習
秘
伝
之
条
々
』（
奥
書
「
右
一
冊
、
大
蔵
庄
左
衛
門
経
喜
入
道
常
休
書
調
之
。
実
子
庄
八
郎
後
号
求
馬
伝
之
所
之
習
ひ
目
録
也
。
予
先
年
伝
受
之
後
家
宅
及
火
災
焼
失
畢
。
仍
而
此
度
加
清
書
為
後
證
残
之
者
歟
。
享
保
十
一
年
六
月
二
日
。
左
中
将
吉（
花
押
）」。
　
　
　
『
関
寺
小
町
極
秘
習
之
伝
』
包
紙
に
「
関
寺
小
町
秘
密
伝
受
事
。
享
保
十
八
年
九
月
四
日
於
武
州
麻
布
亭
、
大
蔵
庄
左
衛
門
へ
伝
受
之
節
彼
家
へ
可
伝
と
尋
に
調
。
元
文
五
年
四
月
下
向
之
砌
相
渡
候
扣
也
」。
（
3
）　
能
楽
研
究
所
「
伊
達
家
旧
蔵
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」（https://nohken.w
s.hosei.ac.jp/nohken_m
aterial/htm
ls/dateke-htm
ls-　
201903/index.htm
l
）の
解
説
。
竹
本
幹
夫
氏
「
伊
達
家
旧
蔵
本
に
つ
い
て
」
に
詳
し
い
。
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（
4
）　
『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題（
中
）』（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
、
一
九
九
八
年
）。『
真
徳
鏡
』
に
は
全
二
冊
本（
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
）、
全
三
冊
本（
伊
達
市
開
拓
記
念
館
蔵
）、
全
六
冊
本（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
本
・
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
安
田
文
庫
本
）が
あ
り
漸
次
、
増
補
・
増
冊
さ
れ
、
改
訂
の
度
合
い
は
二
冊
本
か
ら
三
冊
本
へ
は
大
幅
で
、
三
冊
本
か
ら
六
冊
本
へ
は
小
幅
と
い
う
。
二
冊
本
の
成
立
時
期
は
、
〈
朝
長
〉
懺
法
に
見
え
る
識
語
「
金
春
八
郎
同
式
部
」
が
元
禄
十
六
年
没
の
九
世
金
春
大
夫
八
郎
元
信
と
、
そ
の
子
で
あ
る
十
世
金
春
七
郎（
若
名
式
部
）重
栄
で
あ
り
、
七
郎
重
栄
が
「
式
部
」
と
名
乗
っ
て
い
た
の
が
元
禄
六
年
ま
で
で
あ
る
こ
と（『
薪
能
番
組
』）を
根
拠
に
、
元
禄
六
年
以
前
、
四
代
藩
主
綱
村
の
時
代
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
三
冊
本
・
六
冊
本
の
成
立
時
期
は
、
二
冊
本
に
は
な
い
〈
関
寺
小
町
〉
関
係
の
記
事
が
、
享
保
十
八
年
に
五
代
藩
主
吉
村
が
大
蔵
庄
左
衛
門
経
春
へ
伝
授
し
た
『
関
寺
小
町
仕
舞
付
』
の
内
容
と
酷
似
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
後
関
係
は
両
用
に
考
え
ら
れ
る
と
注
記
の
上
、
享
保
末
年
頃
の
成
立
と
の
推
定
が
あ
る
。
（
5
） 　
（
1
）に
同
じ
。
吉
村
の
〈
猩
々
乱
〉
初
演
以
降
の
記
録
は
以
下
の
通
り
。
①
宝
永
七
年
三
月
六
日
、
②
正
徳
元
年
一
月
三
十
日
、
③
同
年
十
二
月
二
十
七
日
、
④
正
徳
三
年
七
月
二
十
一
日
、
⑤
同
年
十
月
十
八
日
、
⑥
正
徳
五
年
十
一
月
二
十
六
日
、
⑦
享
保
元
年
四
月
二
十
二
日
（
謡
）、
⑧
享
保
二
年
二
月
二
十
三
日
、
⑨
元
文
四
年
十
二
月
二
十
五
日
。
（
6
）　
付
記
は
、
三
つ
の
一
つ
書
き
か
ら
な
り
、
掲
出
し
た
条
の
他
に
以
下
の
二
条
が
あ
る
。
　
　
一 
、
其
後
、
岩
井
六
左
衛
門
御
改
易
之
節
、
我
等
家
江
傳
書
一
宇
相
送
ル
。
し
か
し
、
右
傳
書
、
安
定
公
御
幼
少
中
、
桜
井
利
吉
右
預
リ
居
、
桜
井
彼
面
後
見
ニ
付
、
同
人
江
相
渡
候
所
、
同
人
死
後
、
せ
ん
さ
く
い
た
し
候
得
と
も
、
行
衛
不
知
。
真
徳
鏡
壱
冊
ハ
相
出
ル
。
　
　
一 
、
清
経
音
取
手
数
等
、
翁
、
乱
、
清
経
、
角
田
川
と
書
之
別
紙
ニ
も
有
之
間
、
能
々
見
合
可
申
候
事
。
但
シ
右
紙
古
様
文
字
不
見
得
成
候
間
、
折
手
本
江
も
写
置
候
間
、
可
為
承
知
事
。
　
　
　
岩
井
六
左
衛
門
が
改
易
の
折
、
伝
書
一
揃
が
桜
井
家
へ
送
ら
れ
た
が
、
桜
井
安
定（
安
能
の
先
代
）が
幼
少
の
た
め
、
桜
井
利
吉
が
一
時
的
に
預
か
り
、
そ
の
後
、
安
定
の
後
見
に
な
っ
た
桜
井
彼
面
へ
と
渡
っ
た
。
彼
面
没
後
に
穿
鑿
す
る
も
行
方
不
明
と
な
り
、『
真
徳
鏡
』
一
冊
の
み
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
安
田
文
庫
に
は
、
竹
本
幹
夫
氏
が
桜
井
彼
面
筆
か
と
指
摘
さ
れ
た
『
真
徳
鏡
』
五
巻（
一
巻
欠
）が
あ
る（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
特
別
資
料
目
録
5
『
貴
重
書　
能
・
狂
言
篇
』
演
劇
博
物
館
編
、
一
九
九
七
年
）。
彼
面
の
死
後
に
散
逸
し
た
も
の
が
、
こ
れ
に
当
た
る
か
。
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（
7
）　
（
4
）に
同
じ
。『
要
用
集
』
と
『
真
徳
鏡
』
を
比
較
す
る
と
、
過
半
が
重
な
り
同
文
に
近
い
記
事
も
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
、『
真
徳
鏡
』
二
・
三
冊
本
と
は
不
一
致
な
の
に
、
六
冊
本
に
は
前
半
の
記
事
が
『
要
用
集
』
と
一
致
す
る
例
が
〈
猩
々
乱
〉
に
あ
る
こ
と
か
ら
、『
要
用
集
』
か
ら
記
事
を
転
載
す
る
こ
と
で
『
真
徳
鏡
』
の
増
補
が
な
さ
れ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
、
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
（
8
）　
仙
台
藩
史
料
大
成
『
伊
達
治
家
記
録　
二
十
二
』（
宝
文
堂
、
一
九
八
一
年
）。
（
9
）　
『
仙
台
市
史　
資
料
編
9
』（
仙
台
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
）。
な
お
、『
仙
台
藩
重
臣
石
母
田
家
文
書　
史
料
編
』（
大
塚
徳
郎
編
、
刀
水
書
房
、
一
九
八
一
年
）に
は
、
元
禄
四
年
十
月
廿
六
日
付
石
母
田
大
膳
等
岩
井
理
兵
衛
申
状
が
あ
り
、
こ
の
理
兵
衛
重
昌
が
理
助
の
養
父
だ
と
思
わ
れ
る
。
奉
行
職
の
石
母
田
大
膳
等
に
、
差
し
上
げ
る
文
書
を
持
た
な
い
こ
と
を
言
上
し
て
い
る
。
前
後
の
資
料
か
ら
類
推
す
る
に
、
元
禄
四
年
に
諸
家
に
対
し
て
先
祖
由
緒
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
が
あ
っ
た
ら
し
い（
元
禄
4
年
：
二
一
六
九
）。
ま
た
、
年
不
明
な
が
ら
三
月
十
四
日
付
「
岩
井
理
兵
衛
の
勤
務
に
つ
い
て
小
野
清
太
夫
よ
り
石
母
田
大
膳
等
宛
書
状
」（
Ⅲ
学
芸
─（
6
）能
：
一
〇
〇
〇
）に
は
、
岩
井
理
兵
衛
が
加
齢
に
よ
り
歩
く
こ
と
が
ま
ま
な
ら
ず
、
御
用
を
務
め
兼
ね
る
旨
の
願
書
を
差
し
上
げ
た
と
見
え
る（「
岩
井
理
兵
衛
儀
古
内
源
吉
殿
屋
敷
罷
在
年
寄
不
行
歩
ニ
て
御
用
之
節
勤
兼
申
ニ
付
願
書
指
上
候（
下
略
）」）。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
理
助
を
養
子
と
し
て
迎
え
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
願
書
が
元
禄
十
四
年
頃
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
岩
井
理
兵
衛
が
奉
行
職
の
古
内
家
屋
敷
住
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
他
資
料（
Ⅲ
学
芸
─（
6
）能
：
一
二
四
八　
稽
古
能
へ
の
召
集
状
）等
か
ら
確
認
で
き
る
。
（
10
）　
仙
台
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
仙
台
市
史
8　
資
料
篇
1
』（
仙
台
市
役
所
、
一
九
五
三
年
）所
収
。
齋
藤
鋭
雄
「
仙
台
藩
の
職
制
─
「
司
属
部
分
録
」
の
成
立
─
」（
渡
辺
信
夫
編
『
近
世
日
本
の
民
衆
文
化
と
政
治
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
二
年
）に
詳
し
い
。
（
11
）　
（
9
）に
同
じ
。
（
12
）　
【
型
付
】〈
江
口
〉
書
付（
末
尾
に
「
此
段
、
常
の
通
り
ニ
相
出
し
申
候
様
ニ
御
座
候
哉
。
奉
伺
候
。
十
月
三
日
」）。
　
　
　
　
　
　
〈
通
小
町
〉
書
付（
末
尾
に
「
大
夫
之
心
持
、
右
之
通
ニ
御
座
候
哉
、
乍
憚
奉
伺
候
以
上
。
十
二
月
十
七
日
。
岩
井
理
助
」）。
　
　
　
　
　
　
〈
籠
祇
王
〉 
書
付（
末
尾
に
「
右
之
所
、
正
左
衛
門
方
江
書
付
遣
不
申
候
。
此
段
御
内
々
申
上
置
候
。
弥
庄
左
衛
門
今
夕
七
つ
時
ゟ
罷
出
願
申
上
筈
ニ
御
座
候
以
上
。
十
二
月
廿
一
日
。
岩
井
理
助
」）。
　
　
　
【
囃
子
】
か
ん
の
か
か
り
・
平
調
返
。
か
ん
の
か
か
り
。〈
三
輪
〉
白
拍
子
。
四
月
三
十
日
付
左
七
郎
宛
書
状
。
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【
目
録
】
習
事
目
録
一
調
謡
曲
目（
十
一
月
四
日
付
）。
　
　
　
　
　
　
御
鼓
附
目
録（
末
尾
に
「
右
之
通
、
御
鼓
付
不
残
差
上
罷
下
申
候
。
以
上
。
十
一
月
四
日
」）。
　
　
　
【
謡
】〈
芭
蕉
〉
書
付（
八
月
十
二
日
付
。
上
書
「
乍
憚
奉
窺　
岩
井
理
助
」）。
　
　
　
　
　
〈
芭
蕉
〉 
無
相
真
如
と
申
事（
十
一
月
十
日
付
。
末
尾
に
「
先
達
而
奉
伺
置
候
通
弥
「
弱
か
ら
じ
」
と
に
ご
り
て
う
た
ひ
申
義
ニ
御
座
候
哉
。
奉
伺
候
以
上
」）。〈
定
家
〉
謡
出
し
書
付
。
（
13
）　
能
楽
研
究
所
蔵
、
現
資
料
名
「
関
寺
序
之
舞
出
習
」。
（
14
）　
（
1
）に
同
じ
。
（
15
）　
横
道
萬
里
雄
・
表
章
校
注
『
謡
曲
集　
下
』
日
本
古
典
文
学
大
系
41（
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
）。
（
16
）　
（
9
）に
同
じ
。
（
17
）　
山
中
玲
子
氏
御
教
示
。
（
18
）　
大
塚
徳
郎
編
『
仙
台
藩
重
臣
石
母
田
家
文
書　
史
料
編
』（
刀
水
書
房
、
一
九
八
一
年
）。
元
禄
4
年
：
二
一
六
三
「
猩
々
乱
之
留
の
唱
歌
書
付
指
上
げ
に
つ
い
て
渋
谷
権
七
よ
り
石
母
田
大
膳
宛
書
状
。
（
19
）　
『
金
春
流
謡
曲
百
番
集
』（
金
春
円
満
井
出
版
部
、
一
九
九
〇
年
）。
（
20
）　
中
村
元
『
広
説
佛
教
語
大
辞
典
』
下
巻（
東
京
書
籍
株
式
会
社
、
二
〇
〇
一
年
）。
（
21
）　
『
日
本
国
語
大
辞
典 
第
二
版
』
第
十
二
巻（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
（
22
）　
『
日
本
国
語
大
辞
典 
第
二
版
』
第
二
巻（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
（
23
）　
包
紙
二
枚
、
一
枚
目
上
書
「
上　
大
蔵
庄
左
衛
門
」、
二
枚
目
上
書
「
極
秘
伝
書
付　
火
中
物
」。
年
記
が
な
い
た
め
、
大
蔵
庄
左
衛
門
が
誰
か
即
断
で
き
な
い
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
八
代
経
通
、
九
代
経
業
、
十
代
経
春
の
三
名
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
十
代
経
春
は
伊
達
吉
村
か
ら
〈
関
寺
小
町
〉
を
は
じ
め
と
し
て
習
事
の
伝
授
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
習
事
の
不
審
を
返
答
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
八
代
経
通
か
、
九
代
経
業
の
い
ず
れ
か
に
絞
ら
れ
る
。
（
24
）　
「
も
し
先
求
馬
咄
を
承
り
候
哉
。
…
中
略
…
其
外
ニ
ハ
合
点
不
参
候
」
は
文
意
が
取
り
に
く
い
。
本
資
料
差
出
人
の
庄
左
衛
門
を
八
代
経
通
、
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本
文
中
の
「
求
馬
」「
庄
左
衛
門
」
を
九
代
経
業
を
指
す
と
み
て
読
む
の
が
妥
当
か
。
八
代
経
通
は
、
元
禄
十
五
年
に
徳
川
綱
吉
の
命
で
大
久
保
十
郎
兵
衛
と
名
乗
り
桐
の
間
詰
め
に
な
り
、
経
業（
実
は
経
通
の
弟
ら
し
い
）を
後
嗣
と
し
て
、
一
度
大
蔵
家
を
離
れ
た
人
物
で
あ
る
。
元
禄
十
五
年
以
降
は
、
九
代
経
業
が
庄
左
衛
門
を
名
乗
っ
た
と
思
わ
る
が
、「
仙
台
藩
演
能
記
録
」
を
見
る
と
、「
大
蔵
求
馬
」
の
名
は
散
見
さ
れ
る
が
「
庄
左
衛
門
」
の
名
は
、
ほ
ぼ
見
あ
た
ら
な
い
。
ど
う
や
ら
経
業
は
「
求
馬
」
の
名
乗
り
の
ま
ま
で
呼
ば
れ
て
い
た
ら
し
い
。「
我
等
去
々
年
ニ
而
」
と
い
う
の
が
「
私
が
大
久
保
十
郎
兵
衛
だ
っ
た
一
昨
年
」
の
意
で
、
当
時
、
庄
左
衛
門
だ
っ
た
経
業
へ
渡
し
た
書
物
に
書
き
入
る
よ
う
に
言
い
、
そ
の
書
状
書
付
を
理
助
へ
送
っ
た
か
と
記
憶
し
て
い
る
、
と
い
う
意
味
か
。
で
あ
れ
ば
「
去
々
年
」
が
綱
吉
存
命
中
の
宝
永
五
年
で
と
な
り
、
本
資
料
は
宝
永
七
年
の
も
の
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
経
業
は
享
保
三
年
に
、
経
通
も
そ
の
翌
年
に
相
次
い
で
没
し
て
い
る
の
で
、
岩
井
理
助
へ
の
返
書
が
、
享
保
四
年
以
前
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
（
付
記
）本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
宮
城
県
図
書
館
と
能
楽
研
究
所
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
■
付
『
万
能
鏡
』『
真
徳
鏡
』〈
黒
塚
〉
諸
本
比
較
　
・
一
段
目
は
『
金
春
流
謡
曲
百
番
集
』（
金
春
円
満
井
出
版
部
、
一
九
九
〇
年
）よ
り
詞
章
を
引
用
す
る
。
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
段
を
示
す
。
諸
本
に
言
及
の
あ
る
詞
章
は
太
字
で
示
す
。
　
・
二
段
目
は
延
宝
六
年（
一
六
七
八
）大
蔵
庄
左
衛
門
経
喜
奥
書
『
万
能
鏡　
下
』（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）を
引
用
す
る
。
傍
線
部
は
『
真
徳
鏡
』
諸
本
に
な
い
記
事
を
示
す
。
後
場
に
関
す
る
二
条
は
略
し
た
。
　
・
二
冊
本（
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
）、
三
冊
本（
伊
達
市
開
拓
記
念
館
蔵
）に
つ
い
て
は
、
能
楽
研
究
所
の
紙
焼
き
写
真
に
て
確
認
し
た
。
　
・
三
段
目
は
『
真
徳
鏡
』
二
・
三
・
六
冊
本
の
共
通
の
記
事
を
掲
げ
る
。
漢
字
仮
名
表
記
の
差
異
は
あ
る
が
、
本
文
は
『
真
徳
鏡　
肆
』（
法
政
大
学
鴻
山
文
庫
蔵
）を
用
い
る
。
　
・
四
段
目
は
『
真
徳
鏡
』
六
冊
本
の
み
に
見
え
る
増
補
記
事
を
掲
げ
る
。
　
・
二
、
三
段
目
で
、
枠
桛
輪（
糸
車
）を
回
す
タ
イ
ミ
ン
グ
を
丸
の
囲
い
文
字
で
示
す
。
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